
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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1　捨すて猫ねこ







　バンッと大おおきな音おとを立たて、風かぜが窓まどをゆらした。十一月がつになると日ひがしずむ時じ間かんが早はやまり、『三さん丁ちょう目めカフェ』が閉へい店てんするころには、すっかりあたりは暗くらくなってきている。

「愛あい子こさん。きょうの晩ばんごはん、おなべにしない？　寒さむいからキムチなべとか！」

　カフェのテーブルをふきながら、あたしはふりかえって言いった。

　あたし、黒くろ沢さわ花はな美びは今いま、叔お母ばの愛あい子こさんといっしょに暮くらしている。愛あい子こさんはイラストレーターの仕し事ごとをしながら、自じ宅たくを改かい装そうして『三さん丁ちょう目めカフェ』を開ひらいている。学がっ校こうが休やすみの日ひは、あたしもカフェのお手て伝つだいをしているんだ。

「キムチなべ、いいわね！」

　愛あい子こさんが、ポンッと手てをたたいた。

「シメはラーメンにしようよ。」

「いいわね～、いいわね～。」

　愛あい子こさんは楽たのしそうに目めをつぶって、うなずく。料りょう理り好ずきの愛あい子こさんの頭あたまの中なかにはすでに、いいにおいをただよわせているキムチなべがうかんでいるんだろう。

「それにしても、二人ふたりだけでの晩ばんごはんって、なんだかひさしぶりだね。」

　カフェの中ちゅう央おうにある、いちばん大おおきなテーブルをふきながらあたしが言いうと、

「あら、そういえばそうね。いつもだれかがいるものね。」

　愛あい子こさんが笑わらう。

　きょうはあたしと愛あい子こさんの二人ふたりだけど、いつもはいろんな人ひとが来きて、いっしょにごはんを食たべる。

　愛あい子こさんのアシスタントの早さ紀きちゃんは、ちょくちょくここで食たべて帰かえるし、あたしの親しん友ゆうの山やま田だ星空ティナちゃんは、去きょ年ねんの夏なつ休やすみのあいだ、いっしょに暮くらしていたのと、ママが有ゆう名めい女じょ優ゆうで仕し事ごとがいそがしいこともあって、今いまでもしょっちゅう食たべにくる。ちなみにティナちゃんは同おなじ中ちゅう学がっ校こうに通かよう同どう級きゅう生せいだ。

　ひとつ年とし上うえの鈴すず木き陵りょう馬ま君くんは、畑はたけでとれた野や菜さいを配はい達たつしにきたついでや、塾じゅくの帰かえりに、食たべていくこともある。

「よーし。かたづけが終おわったら、買かい物ものに行いってくるね！」

　そのとき、ドンドンッとだれかがカフェのドアをノックした。

「ごめんください。」

　女おんなの子この声こえだ。

「はーい。」

　あたしはいそいでドアのかぎを開あけた。すきまから入はいりこんだ風かぜで、ドアがふわっと持もっていかれそうになる。

「ナナミちゃん！　どうしたの？」

　ナナミちゃんが、大おおきな段だんボール箱ばこをかかえて立たっていた。

　立たて石いし七なな海みちゃんは、私し立りつ中ちゅう学がくに通かよう中ちゅう学がく一年ねん生せい。二週しゅう間かんにいちどの水すい曜よう日び、『三さん丁ちょう目めカフェ』が閉へい店てんしたあとに開ひらく『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』に来きている女おんなの子こ。

『夜よるカフェ』のとき以い外がいで、ここへ来きたのははじめてだ。

「あの、ハナビちゃん……。あの……。」

「とりあえず、入はいって。」

　寒さむそうに肩かたをすぼめているナナミちゃんを、カフェの中なかにまねき入いれる。

「ごめんね。きょうはもう、閉へい店てんしちゃってて。」

「あ、あの……。じつはね。」

　ナナミちゃんは、持もっていた段だんボール箱ばこをゆかにそっと置おいて、ふたを開あけた。

　箱はこをのぞきこんでみると、ピンク色いろのタオルがしいてある。

　すると、タオルのあいだから、ギョロッとした大おおきな目めが視し界かいに飛とびこんできた。

「えっ、なに!?」

　もぞもぞと箱はこのすみっこに体からだをおしつけて、警けい戒かいするように黒くろ目めを細ほそめている子こ猫ねこがいた。口くちのまわりをふるわせて、今いまにも飛とびかかってきそうだ。

　愛あい子こさんも、声こえを聞ききつけて、そばにやってくる。

「きょう、おつかいの帰かえりに土ど手てで見みつけたの。」

「え、捨すてられてたの……？」

　よく見みると、猫ねこはかなりやせていて、大おおきな目めがこぼれおちそうだ。茶ちゃ色いろのトラ模も様ようの毛けが、ところどころよごれた毛け玉だまになって、かたまっている。

「うん。いちど、家いえに連つれて帰かえったんだけど、ママが『猫ねこは飼かっちゃダメ、すぐにもとの場ば所しょに返かえしなさい。』って……。だけど、外そとはこんなに寒さむいし、それに……。」

　ナナミちゃんは用よう心じんしながら、猫ねこの体からだにかぶさっているピンク色いろのタオルをどけた。

「あっ！」

　猫ねこの足あしには、なまなましい切きり傷きずがあり、そのまわりには、黒くろずんだ血ちがべったりこびりついていた。

「いたそう……。」

　あたしは息いきをのみ、思おもわず手てで口くちをふさいだ。

「かわいそうに、ひどいケガだわ……。ずいぶんこわい思おもいをしたのね。」

　愛あい子こさんがやさしく声こえをかける。ケガの状じょう態たいを見みようと、傷きず口ぐちに顔かおを近ちかづけると、猫ねこはサッと身みをかわし、歯はをむき出だして体からだにふれさせない。

　ナナミちゃんは心しん配ぱいそうな顔かおで、ずっと猫ねこを見みつめている。

「今いまなら、まだ動どう物ぶつ病びょう院いんもやってるわ。お医い者しゃさんにみてもらいにいきましょ。」

　愛あい子こさんが立たち上あがって、車くるまのキーをとりにいく。

「はい！」

　ずっとこわばっていたナナミちゃんの表ひょう情じょうが、やっと少すこしやわらいだ。

　すぐに戸とじまりをして、あたしとナナミちゃんで、猫ねこが入はいった段だんボール箱ばこを愛あい子こさんの車くるまの後こう部ぶ座ざ席せきにのせた。

「すぐによくなるからね。もう少すこしがんばって！」

　駅えきの反はん対たい側がわにある動どう物ぶつ病びょう院いんにつくまでのあいだ、ナナミちゃんは段だんボール箱ばこをかかえて猫ねこに話はなしかけつづける。

　しずかな車しゃ内ないに、スマホのバイブレーションの音おとがひびいた。

「ナナミちゃん、スマホ鳴なってるよ。」

「あっ……、うん。だいじょうぶ。」

　ナナミちゃんは気きまずそうな顔かおでバッグのほうをチラッと見みたけれど、出でようとはせず、そのうち音おとは切きれた。すると、またすぐに、ブーブーと鳴なりはじめる。

「もしかして、お母かあさんじゃない？　出でなくてだいじょうぶ？」

「あっ、うん……。」

　ナナミちゃんは、ことばをにごすようにつぶやいて、猫ねこの顔かおをのぞきこんだ。

　ナナミちゃんのお母かあさんは、『夜よるカフェ』が終おわるころ、毎まい回かい必かならずナナミちゃんをむかえにくる。だから、あいさつをしたことはあるけれど、あまり話はなしたことはない。

　動どう物ぶつ病びょう院いんにつくと、受うけ付つけの人ひとが猫ねこの状じょう態たいをひと目め見みて、すぐに診しん察さつ室しつに案あん内ないしてくれた。

「よしよし、だいじょうぶよー。少すこしだけ傷きずを見みせてね。」

　声こえの高たかい女じょ性せいの獣じゅう医いさんが、ミャーミャーと泣なきさけんで抵てい抗こうする猫ねこを、なれた手てつきで診しん察さつ台だいに上あげる。傷きず口ぐちを診しん察さつしながら、猫ねこをひろったときの状じょう態たいを聞きかれると、ナナミちゃんが答こたえた。

　いつもはおとなしくて、おどおどと答こたえるイメージのナナミちゃんが、てきぱきと答こたえている。その姿すがたに少すこしおどろいた。

　診しん察さつの結けっ果か、足あしの大おおきな傷きず以い外がいにも、カラスか、ほかの猫ねこにやられたのか、首くびの後うしろに細こまかな傷きず口ぐちがあること、それに栄えい養よう失しっ調ちょう状じょう態たいでお腹なかの調ちょう子しもよくないことがわかった。

「でも、もうだいじょうぶ。もう少すこしおそかったら、歩あるけなくなっていたかもしれないわよ。傷きずの深ふかいところから細さい菌きん感かん染せんしちゃったら、そのまま死しんでしまうことも多おおいの。」

「そんなにあぶない状じょう態たいだったんだ……。よかったね、ナナミちゃんが来きてくれて。」

　あたしは、猫ねこに話はなしかけた。

「きょうは血けつ液えき検けん査さをして、感かん染せん症しょうのワクチンを打うっておいたわ。あとは抗こう生せい物ぶっ質しつを出だすので、飲のませてあげてちょうだい。経けい過かを見みたいので、また来きてね。」

　獣じゅう医いさんは、あたしたちに笑え顔がおを向むける。

　猫ねこを飼かったことがないと言いうと、この猫ねこは生うまれて一か月げつ半はんくらいのオスであることや、食しょく事じのあたえ方かた、トイレなどの世せ話わのしかたを教おしえてくれた。

　診しん察さつが終おわって、段だんボール箱ばこをかかえて部へ屋やを出でる。

「じゃ、ハナビたちは先さきに車くるまにもどってて。」

　愛あい子こさんはそう言いうと、受うけ付つけに向むかった。すかさず、ナナミちゃんが声こえをかける。

「ありがとうございました。あの、お金かねなら、わたしも……。」

　ナナミちゃんが、上うわ着ぎのポケットからおさいふをとり出だすと、愛あい子こさんはすぐに止とめた。

「だいじょうぶよ、ナナミちゃん。それより、猫ねこちゃんといっしょにいてあげて。」

「でも……。」

　ナナミちゃんは申もうしわけなさそうに、うつむいた。




　帰かえりの車くるまの中なかでは、緊きん張ちょうと興こう奮ふんでつかれたのか、傷きずのいたみがやわらいだのか、猫ねこは段だんボール箱ばこのすみでしずかにうずくまっている。だけど、ときどきこちらを見みる目めが、暗くらい箱はこの中なかでするどく光ひかる。

　家いえの前まえまで来くると、車くるまのライトに照てらされて、だれかがカフェの入いり口ぐちに立たっているのが見みえた。

「あっ……。」

　ナナミちゃんはとっさに、猫ねこの入はいった段だんボール箱ばこをかくすように、マフラーをかけた。

　愛あい子こさんがすぐに車くるまの窓まどを開あけ、あいさつをする。

「あら、ナナミちゃんのお母かあさん。こんばんは。」

　ナナミちゃんのお母かあさんは、愛あい子こさんのあいさつを無む視しして、そのまま後こう部ぶ座ざ席せきのドアの前まえまで来くると、外そと側がわからドアを開あけた。

「早はやく車くるまからおりなさい。」

　冷ひややかな声こえに、あたしまで背せ筋すじがピシッとのびる。

「あの……。」

　ナナミちゃんは、段だんボール箱ばこをさらに背せ中なかでかくそうとしたけれど、お母かあさんは表ひょう情じょうひとつ変かえない。もう、すべてわかっていますといった表ひょう情じょうだ。

「なぜ、電でん話わに出でないの。」

　お母かあさんのことばに、ナナミちゃんはゆっくりと車くるまからおりる。あたしもあとに続つづいた。

「ごめんなさい。気きづかなくて……。」

　ナナミちゃんはうつむいて言いう。やっぱり、あの電でん話わは、お母かあさんからだったんだ……。

「捨すててきなさいって、言いったでしょ。捨すて猫ねこはきたないから、なにをうつされるかわからないでしょ。なぜ、ママの言いうことが聞きけないの。」

「あ、あの、もどしにいくつもりだったんだけど……。」

「うそはやめなさい！　あなたのスマホの位い置ちを調しらべれば、すぐわかります。捨すてにいくどころか、すぐにここへ来きたでしょう。病びょう院いんにまで行いって……。

　うそをつくなんて、ママ、すごくショックよ。」

「ご、ごめんなさい！」

　ナナミちゃんは、またあやまった。

「いいわ。もう、ママが捨すててくるから。」

　お母かあさんがナナミちゃんをおしのけ、車くるまの中なかの段だんボール箱ばこに手てをのばした。

「やだ。」

　ナナミちゃんが手てを広ひろげて守まもろうとする。あたしも思おもわず、段だんボール箱ばこをおさえる。

「やだ、じゃないでしょ！　うちではぜったい飼かえないってなんども言いったでしょ！」

「あの！」

　とっさに声こえをあげた。お母かあさんのするどい視し線せんが、あたしをとらえる。
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「えっと、あの……、今いま、病びょう院いんで血けつ液えき検けん査さをしてもらったんです。あと、ワクチンも打うってもらったりして……。でも、まだ栄えい養よう失しっ調ちょう状じょう態たいで……。」

　お母かあさんのけわしい視し線せんを向むけられると、だんだん声こえが小ちいさくなる。

「ケガもしてるし、もう少すこしで死しんじゃうところだったって、獣じゅう医いさんが言いってたの。」

　ナナミちゃんが、あたしにかわって必ひっ死しに言いう。

「しかたないでしょ、捨すて猫ねこなんだから。捨すてた人ひとがいけないの。無む責せき任にんよ。」

　お母かあさんは顔かお色いろひとつ変かえずに、言いいきる。

「でも、まだ具ぐ合あいが悪わるいから、ほっとけない……。」

「どうせ飼かえないのに、ここでへんに希き望ぼうをもたせるほうがざんこくでしょう。そうよね？」

「でも……。」

　段だんボール箱ばこの中なかの猫ねこは、今いまもこの会かい話わを聞きいている。人にん間げんの言こと葉ばはわからなくても、この空くう気きは感かんじとっているかもしれない。

「そうだ！」

　あたしはもういちど、声こえをふりしぼる。

「愛あい子こさん、猫ねこが元げん気きになるまで、ここであずかれないかな？」

　運うん転てん席せきをおりてきた愛あい子こさんに聞きいた。

「そうね。今こん夜やはこんなに寒さむいし。元げん気きが出でるまでは、うちでおあずかりします。」

　愛あい子こさんはきっぱりと言いった。そして、ナナミちゃんに目めを向むける。

「ナナミちゃん、いいよね？」

「あの、わたしもいっしょに……。」

　消きえ入いりそうな声こえで、ナナミちゃんは答こたえる。

「なに言いってるの！　ナナミ。」

　お母かあさんの声こえがひびく。

「お願ねがい、ママ。いっしょにいさせて！　お願ねがい！」

　ナナミちゃんは、今いまにも泣なきだしそうな顔かおをしている。

　愛あい子こさんはにっこりしてうなずくと、お母かあさんを見みる。

「お母かあさん、ご心しん配ぱいでしょうけど、うちはだいじょうぶですよ。今こん夜やひと晩ばん、責せき任にんをもって、ナナミちゃんをおあずかりします。」





2　トラ







「おいしい～。」

　キムチなべのスープを飲のみほしたナナミちゃんが、ふーっと息いきをはいた。

「ナナミちゃん、いい食たべっぷり！　最さい後ごにラーメンもあるからどんどん食たべてね！」

　感かん心しんしながら言いい、あたしもスープを飲のみほす。

「ナナミちゃんがうちに泊とまるのは、はじめてね。」

　向むかいにすわっている愛あい子こさんが、お皿さらになべの具ぐをよそいながら言いった。

「友ともだちの家いえに泊とまるの、はじめて。」

「あら、家いえも近ちかいんだし、いつでもいらっしゃい。」

「はい。」

　ナナミちゃんは、にっこり笑わらう。

　そういえば、毎まい回かい『夜よるカフェ』で会あうのに、ナナミちゃんとは、あまりしゃべったことがなかった。よく話はなすほかのメンバーに、いつもうもれてしまうのだ。

　なんだかすごくしんせんに感かんじる。そしてなにより、この家いえに猫ねこがいるなんて信しんじられない。

　そのふしぎさをかみしめるように、リビングにある浅あさくて大おおきい段だんボール箱ばこを見みつめた。

　さっきナナミちゃんと、キレイな段だんボール箱ばこで猫ねこのおうちを作つくった。その中なかには、猫ねこのための３つのスペースがある。

　ひとつはトイレ。猫ねこ用ようの砂すなのかわりに、新しん聞ぶん紙しをちぎって広ひろげた。もうひとつはエサを食たべるスペース。それから、タオルをしいた、ねるスペースだ。少すこしでも落おち着つけるように、上うえから大おおきなバスタオルをかけて、中なかをうす暗ぐらくした。

　あいかわらず、こちらの様よう子すをうかがって、エサをあげても、水みずをあげても、なかなか自じ分ぶんから食たべたり、飲のんだりはしない。だきあげようとすると、うなり声ごえを出だし、ひっかこうとする。

　ナナミちゃんは、よほど心しん配ぱいなのか、おなべを食たべている最さい中ちゅうでも、猫ねこのおうちから音おとがするたび、席せきを立たって中なかをのぞきこんだ。

　愛あい子こさんがラーメンの準じゅん備びをはじめたころ、

「ちわーっす。おじゃましまーす。」

と、リョウマ君くんの声こえが聞きこえてきた。

「来きた、来きた。」

　ついさっき、猫ねこの写しゃ真しんを撮とり、ティナちゃんとリョウマ君くんとのグループＬＩＮＥラインに『ニューメンバー！』と紹しょう介かいしておいたのだ。

「いいにおいっすね～。おっ、今こん晩ばんは、なべっすか。」

　ろうかからキッチンをとおって、愛あい子こさんに話はなしかける。

「あら、残ざん念ねん。ちょっと前まえに、おなべは食たべ終おわっちゃったのよ。」

「そんな、愛あい子こさん、おかまいなく。おれはあくまで、猫ねこに会あいにきただけですから！」

　リョウマ君くんは、かしこまって言いう。

「そう？　これからシメのラーメンなんだけど。」

「いただきますっ。」

　コロッと態たい度どを変かえ、愛あい子こさんに姿し勢せいよくおじぎをする。夏なつで部ぶ活かつを引いん退たいしたリョウマ君くんは、九月がつから塾じゅくに通かよいはじめ、今いままでよりおそい時じ間かんに、ふらっとよることが多おおくなった。そのたびに、愛あい子こさんとこんなやりとりをしている。

「おっ、猫ねこはそこか!?」

　リョウマ君くんは、猫ねこがいる段だんボール箱ばこを見みつけると、ニコニコしながら近ちかよる。

「あ、あの。びっくりしちゃうから、しずかに……。」

　ナナミちゃんがすぐに立たち上あがって、猫ねこのおうちの前まえに立たった。

「悪わるい、悪わるい。」

　リョウマ君くんは自じ分ぶんの口くちをチャックするマネをして、そっと猫ねこのおうちをのぞいた。

「ケガしてたんだって？」

「あ、うん。ケガの手て当あてはしてもらったんだけど、薬くすりを飲のまないの。」

　リョウマ君くんのとなりで、ナナミちゃんは獣じゅう医いさんから聞きいた話はなしを伝つたえた。

「そっか、そっか。おまえも、大たい変へんだったなあ。でも、もうだいじょうぶだぞ。」

　リョウマ君くんはしみじみと猫ねこに話はなしかけ、のぞきこんだ。

「そういえば、おまえ、名な前まえはなんだ？」

「あ、名な前まえは……、まだ。」

　ナナミちゃんがモジモジしながら答こたえる。

「じゃあ、茶ちゃ色いろいから、チャチャはどうだ？」

　リョウマ君くんが自じ信しん満まん々まんに言いうけれど、ナナミちゃんは無む言ごんで首くびをかしげる。

「んー、ちょっとちがうかなあ。」

　あたしはナナミちゃんの思おもいを代だい弁べんして、答こたえる。

「えー、ダメか？　じゃあ、ハナビはどうなんだよ。」

　あたしは返へん事じにつまった。急きゅうに言いわれても、思おもいつけない。

「こ、ここはナナミちゃんにきめてもらわなきゃ。なにがいいかなあ？」

　ナナミちゃんに聞きくと、少すこしだまってうつむいたあと、小ちいさな声こえで答こたえた。

「じゃあ……、トラ。」

「トラ？　あ、それ、いいかも！」

　あたしが言いうと、リョウマ君くんもすぐにうなずく。

「トラ……。」

　ナナミちゃんは猫ねこのおうちをのぞきながら、猫ねこの名な前まえをうれしそうによんだ。

「トラ、トラ～。名な前まえがつくと、さらにかわいく思おもえるね。」

　あたしも、ナナミちゃんとリョウマ君くんの横よこにならんで、名な前まえをよんだ。トラ本ほん人にんはぴくりとも動うごかないまま、黒くろ目めだけを細ほそめてこちらをじっと見みつめていた。




　その夜よる、トラからはなれたがらないナナミちゃんのために、ソファなどの家か具ぐをどかし、トラのおうちの横よこにふとんを二ふた組くみしいて、リビングにあたしとナナミちゃんがねることになった。

　ソファの横よこのランプの明あかりだけを残のこし、うす暗ぐらくなったリビングは、いつもとちがう光こう景けいで、少すこしワクワクする。

　ナナミちゃんがお風ふ呂ろから出でてくるのを待まつあいだ、あたしはヤマトくんにＬＩＮＥラインで、写しゃ真しんといっしょに、トラについて知しらせることにした。すると、意い外がいにも、すぐに既き読どくになった！

『ハナビ、ひさしぶり。元げん気きにしてた？　トラ、かわいいな。』

　キャー、ヤマト君くんからのひさびさの返へん事じだーっ！

　あたしは、枕まくらに顔かおをつっぷして、小ちいさくさけぶ。うれしい、うれしすぎるっ！

　トラが来くることになったわけや、みんなの近きん況きょうを知しらせて、ヤマトくんと何なん通つうかやりとりをした。スマホを抱だきしめてニヤニヤしていると、ナナミちゃんがようやくお風ふ呂ろから上あがってきた。時と計けいを見みると、もう０時じを過すぎている。

「だいじょうぶ？　のぼせちゃってない？」

　心しん配ぱいになってナナミちゃんに聞きいた。

「うん、だいじょうぶ。髪かみの毛け、かわかしてたの。ちゃんとかわかさないと、へんなくせがつくし、かぜひくからって、ママがいつもやってくれてたの。だけど、自じ分ぶんじゃうまくできなくって……。」

「えーっ、そうなんだ……。」

　ふとんにねころがって、天てん井じょうを見みつめると、夕ゆう方がたカフェの前まえに立たっていた、ナナミちゃんのお母かあさんの顔かおがうかんでくる。

　口くちをきゅっと結むすんで、なにも言いわないけれど、じっと見みてくるあの目め。おこっているのがバシバシ伝つたわってくる、あの感かんじ……。

　あたしのママにもにているかも。家いえにいたときは、よくママから注ちゅう意いされていた。今いま思おもうと、ちょっときゅうくつだった気きがする。

「ナナミちゃんのママって、スマホのＧジーＰピーＳエスでナナミちゃんの位い置ちをチェックしてるんだね。びっくり！」

「え、ハナビちゃんのママは、ちがうの？」

　ナナミちゃんは、ふしぎそうに答こたえる。

「うん。たぶんしてないんじゃないかな。」

「えー、そうなんだ。でも、今こん夜やはトラといっしょにいられてうれしい！」

　ナナミちゃんは話わ題だいを変かえるように、しみじみ言いった。

「そんなに猫ねこが好すきなの？」

　たずねると、ナナミちゃんは遠とおい目めをしてうなずく。

「小しょう学がっ校こう二年ねん生せいのときにね、パパが海かい外がい赴ふ任にんして、ママも最さい初しょの一か月げつくらい、パパといっしょにいることになって。わたしはそのあいだ、おばあちゃんちにあずけられたの。

　すごくさびしくて、毎まい日にち泣ないてた。でも、おばあちゃんがかってた猫ねこがいて、その子こが近ちかよってきて、わたしの涙なみだをなめてくれたの。それからは、毎まい日にちが楽たのしくなって……。

　だけど、ママが帰かえってきて、わたしもすぐに自じ分ぶんのうちにもどったの。だけど、そのあとしばらくしておばあちゃんちに行いったら、その子こは死しんじゃってて……。その猫ねこ、トラっていう名な前まえだったの。」

「そうだったんだ……。」

「わたし、きょう、この猫ねこを見みつけたとき、『あっ、トラだ。』って思おもったの。どうしても助たすけなきゃって……。」

「だから、あんなにがんばったんだね。」

「ママに口くち答ごたえなんてしたことなかったのに、自じ分ぶんでもおどろいちゃった。」

　ナナミちゃんは、今いまもドキドキするみたいに胸むねに手てをあてた。

「そっかー。それじゃあ、ぜったいに元げん気きになってもらわなくっちゃね。」

　あたしは力ちから強づよく言いった。




　翌よく日じつ、日にち曜よう日びの朝あさ、リビングのカーテンのすきまからもれる、まぶしい日ひざしで目めがさめた。時と計けいの針はりは八時じをさしている。

　となりを見みると、ナナミちゃんはまだねむっていた。しずかにふとんからぬけ出だし、そーっとトラのおうちをのぞく。トラはあいかわらず、すみっこのほうで、警けい戒かいするようにこちらを見みている。

　まだエサには口くちをつけていないのか、お皿さらに残のこっている量りょうはきのうと変かわらない。けれど、その横よこに置おいてある水みずは、少すこしへっている。

「少すこしは飲のめたかな？　ごはんも食たべてね。」

　しずかにつぶやいて、洗せん面めん所じょに行いくとびらを開あけると、ぎーっと木きがきしむ音おとがひびく。ヒヤッとしたけれど、ナナミちゃんはねがえりをうっただけで、またねむりだした。

　ティナちゃんがいるとき、いつも最さい後ごに起おきていたから、あたしよりもおそい子こがいるって、ちょっとうれしい。

　愛あい子こさんと朝ちょう食しょくを用よう意いしていると、ナナミちゃんがようやく、むくっと体からだを起おこした。

　しばらくぼーっとしたあと、ナナミちゃんはトラのおうちをのぞいた。

「おはよう、ナナミちゃん。よくねむれた？」

　テーブルにお皿さらをならべながら、寝ね起おきのナナミちゃんに声こえをかける。

「うん、ねむれた。」

「よかった。トラ、少すこしだけ水みずを飲のめたみたいだから、新あたらしいのにかえるね。」

　あたしが水みずの入はいったお皿さらを持もって、トラのおうちに近ちかよると、ナナミちゃんがお皿さらに手てをのばして言いった。

「わたしが、あげる。」

「あ、うん。じゃあ、お願ねがい。」

　お母かあさんがむかえにくるまでの時じ間かん、たっぷりトラとすごしてもらおう。

　トラのことはナナミちゃんにまかせ、あたしは朝ちょう食しょくのしたくにもどった。

　九時じ半はんになったころ、朝ちょう食しょくを食たべている最さい中ちゅうに、玄げん関かんのインターフォンが鳴なった。すぐにお母かあさんだと察さっ知ちしたのか、ナナミちゃんの顔かおがこわばる。

　せかすようにもういちどインターフォンが鳴なる。あたしは、いそいで玄げん関かんのドアを開あけた。

「おはようございます。ナナミはいるかしら？」

　立たっていたのは、予よ想そうどおりナナミちゃんのお母かあさんだった。

「おはようございます。あの、はい。今いま、ちょっとごはんを食たべてる最さい中ちゅうで。」

「今いまごろ、朝ちょう食しょくを？」

　お母かあさんの眉み間けんがぴくっと動うごく。ひゃ～、こわいよー。

「あの、もしよかったら、中なかへどうぞ。」

　あたしはスリッパをとり出だし、お母かあさんの前まえにならべる。

「いえ、すぐに帰かえるので、けっこうです。ナナミ、帰かえるわよ。早はやくしたくをしなさい。」

　お母かあさんは、あたしをよけるように身みを乗のり出だし、ナナミちゃんをよんだ。

「立たて石いしさん、おはようございます。」

　ナナミちゃんより先さきに、愛あい子こさんが玄げん関かんまで出でてきて、あいさつをした。

「おはようございます。ナナミがお世せ話わになりました。」

「とんでもない。楽たのしかったので、また遊あそびにきてくださいね。」

　愛あい子こさんに少すこしおくれて、ナナミちゃんが玄げん関かんに出でてくる。

「ひと晩ばん、いっしょにいられたんだから、もう満まん足ぞくでしょ。きょうは、おばあちゃんの家いえに行いくって言いったでしょ。あら、髪かみはちゃんと、とかしたの？　くしゃくしゃじゃない。」

　お母かあさんは、息いきもつかぬ早はやさで言いう。

「あ、うん。でも……。」

　ナナミちゃんが立たち止どまる。

「でも、じゃないでしょ、ナナミ。ひと晩ばんだけって、きのうママと約やく束そくしたわよね？」

「うん……。でも、まだトラがごはん食たべられなくて。」

　ナナミちゃんの返へん事じを聞ききながら、お母かあさんはどんどん無む表ひょう情じょうになっていく。

「いいかげんにしなさいっ。だから、ダメだって言いったのよ。こうやって、ズルズルいくのが、ママにはわかっていたんだから。」

　ナナミちゃんのお母かあさんは、あきれたように、大おおきくため息いきをつく。ナナミちゃんとお母かあさんにはさまれて、あたしは身み動うごきひとつとれない……。

「猫ねこは、ここであずかってもらうことになったんだから、おまかせしなさい。」

「でも、もう少すこし元げん気きになるまで……。」

「それまで、ここに泊とまるつもり？　そんなことゆるされると思おもってるの？」

「そ、それは……。できないけど……。」

　声こえが小ちいさくなるとともに、だんだんうつむいていくナナミちゃんに、

「うちは、ぜんぜん平へい気きよ。」

　愛あい子こさんがケロッと答こたえる。

「お気き持もちはありがたいですが、この子こはアレルギー体たい質しつなんです！　ナナミ、アレルギーが出でたら、どうするの？　くしゃみが止とまらなくなったら、こまるでしょ。」

「でも、今いまはだいじょうぶだよ。それに、くしゃみが出でるくらい平へい気きよ。」

「なにがだいじょうぶなの！」

　お母かあさんの大おおきな声こえで、場ばがシーンとしずまりかえる。

「わかりました。」

　しばらくして、お母かあさんは落おち着ついた声こえでゆっくりと言いった。

「猫ねこを連つれて帰かえっていいから、早はやく用よう意いしなさい。」

「えっ!?」

　みんながおどろいて、お母かあさんの顔かおを見みた。

「ほんとに？」

　ナナミちゃんが信しんじられないといった様よう子すで、おそるおそる確かく認にんする。

「いいから、用よう意いしなさい。ママだって、好すきで猫ねこを捨すてなさいって言いってるわけじゃないの。あなたのためを思おもって言いっただけなのよ。わかるでしょ？」

　お母かあさんは、ふっと息いきをついた。

　ナナミちゃんのねばり勝がち！　と言いいたいところをこらえ、ナナミちゃんと二人ふたりでいそいでリビングにもどる。

　あばれるトラにひっかかれないように、あたしは用よう心じんしながらトラの体からだを持もちあげ、段だんボール箱ばこのピンクのタオルの上うえにうつした。

　その細ほそさと小ちいささに、今いまさらながらおどろく。こんなに軽かるかったんだ……。

「元げん気きでね……。」

　うれしそうに段だんボール箱ばこをかかえて帰かえっていくナナミちゃんを見み送おくりながら、トラに向むかってつぶやいた。





3　うそつき







　いっしょにいられたのはたった一日にちだけだったけれど、トラがいなくなってしまうと、なんだかさみしい。

「わたしもトラに会あいたかったなあ。」

　学がっ校こうからの帰かえり道みち、ティナちゃんが残ざん念ねんそうに言いった。

「きのう、リョウマ君くんもお昼ひるすぎに来きて、さんざんがっかりしてた。でも、トラが元げん気きになったら、きっと連つれてきてくれるよ。それに、ナナミちゃんちに行いけば会あえるし。」

　あたしは自じ分ぶんに言いいきかせる。

「でも、ナナミちゃんのお母かあさんも、そんなに反はん対たいしてたのに、よく猫ねこを受うけいれたねえ。」

　ティナちゃんは首くびをかしげる。

「たしかにね。ＧジーＰピーＳエスで監かん視ししてたくらいなのに。」

　あたしも首くびをかしげる。

「でもさあ、逆ぎゃくに、うちのママなんて、わたしが猫ねこを連つれて帰かえって部へ屋やで飼かってても、まったく気きづかなさそうよね。それもどうなの？　って感かんじ。」

　ティナちゃんは言いい、ククッと笑わらう。あたしは、きのうナナミちゃんから聞きいた、おばあちゃんちにいたトラという猫ねことのエピソードを話はなした。

「もしかしたら、ナナミちゃんのお母かあさんも、そのことを思おもい出だしたんじゃない？」

　そのティナちゃんのことばに、あたしは、そうであるよう願ねがった。




　次つぎの『夜よるカフェ』のメニューを相そう談だんしようと、今こん夜やのお泊とまりセットをとりに帰かえるティナちゃんと、コンビニの前まえでわかれ、あたしは先さきに家いえに向むかった。

　家いえの前まえの通とおりを歩あるいていると、向むこうからセーラー服ふく姿すがたの女おんなの子こが走はしってくる。

「ハナビちゃん！」

「ナナミちゃん？　どうしたの？」

　こちらへまっすぐ走はしってきたナナミちゃんは、たおれこむようにあたしの両りょううでをがしっとつかんだ。

「トラッ、もどってきてない？　ハナビちゃんちにいない？」

　涙なみだで目めを赤あかくしている。

「え!?　うちにはいないよ。トラがどうしたの!?」

　ナナミちゃんの必ひっ死しな様よう子すに、あたしの鼓こ動どうが速はやまる。

「ママがっ、ママが、トラを捨すてちゃった。」

「えっ？」

「わたしが学がっ校こうに行いってるあいだに……。帰かえってきたら、いなくなってた。」

　肩かたで息いきをしながら、ナナミちゃんは泣なきだした。

「そんなっ。」

　ひどい、ひどいよ！

「ＬＩＮＥラインでママを問といつめたら、しぶしぶ、川かわぞいの公こう園えんに置おいてきたって言いうから、さがしにいったんだけど、見みつからなかった。どうしよう、どこ行いっちゃったんだろ。」

　ナナミちゃんは興こう奮ふんした様よう子すで一いっ気きに話はなすと、とほうに暮くれた表ひょう情じょうで、あたりを見みまわす。

「ケガした足あしじゃ、トラもそう遠とおくへは行いけないはず。いっしょにさがそう！」

　今こん度どは、あたしがナナミちゃんの両りょう肩かたをつかんで言いった。

　ナナミちゃんを連つれて『三さん丁ちょう目めカフェ』に入はいり、愛あい子こさんと、アシスタントの早さ紀きちゃんに、トラのことを伝つたえた。

　それから、リョウマ君くんとティナちゃんとのグループＬＩＮＥラインにも送おくった。すると、すぐにリョウマ君くんから、『駅えきの近ちかくの土ど手てから上じょう流りゅうへ向むけて、さがす。』と連れん絡らくが入はいった。

「とりあえず、カレンちゃんや、アヤメちゃん、ヤヤコにも、トラの写しゃ真しんを送おくってみよう。そこから、ＳエスＮエヌＳエスで迷まよい猫ねこをさがしてるって、拡かく散さんしてもらおうよ。」

　早さ紀きちゃんがくれたアドバイスにしたがって、あたしはフォロワーがたくさんいるカレンちゃんにも連れん絡らくした。

　カレン──橋はし本もと華か蓮れんちゃんと、アヤメ──藤ふじ本もと彩あや芽めちゃんは、『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』のメンバーだ。

　ちょうどカフェについたティナちゃんと、ナナミちゃんと三人にんで家いえを出でると、あたしたちはバラバラのルートで、トラをさがしながら土ど手てへ向むかう。

　近きん所じょの公こう園えんやその周しゅう辺へんもさがしたけれど、トラは見みつからないし、ほかのだれからも連れん絡らくがない。

　川かわぞいの公こう園えんまでたどりついたときには、だんだんあたりが暗くらくなってきていた。おまけに、雨あめまでふりだしてきた。

　あたしがいる地ち点てんからさらに下か流りゅうのところで、ナナミちゃんが草くさむらの中なかをさがしている姿すがたが見みえた。

「トラ！」

　遠とおくに聞きこえるナナミちゃんの声こえが、雨あま音おとにかきけされていく。たとえ声こえがとどいても、トラは自じ分ぶんの名な前まえがトラだってことすらわからないだろうけれど……。

「トラ！」

　木きや、かれたススキが生はえる草くさむらをかきわけ、あたしもトラの名な前まえをよんだ。

　草くさがおいしげる場ば所しょ、高こう架か下した、あちこちさがしても、猫ねこの気け配はいさえない。

　街がい灯とうのない川かわぞいは、タイムリミットを知しらせるように、視し界かいがどんどん悪わるくなり、ぬれた体からだは冷ひえていく。トラだって雨あめにぬれて、ふるえているかもしれない。ナナミちゃんやみんなだって、かぜをひいてしまう。早はやく見みつけてあげなきゃ！

「トラ！」

　気き持もちはあせるけれど、もう見みつからないんじゃないか、そんな思おもいがよぎる。

「ハナビー！」

　遠とおくからリョウマ君くんの声こえが聞きこえてきた。自じ転てん車しゃに乗のったリョウマ君くんが、雨あめの中なかを猛もうスピードで走はしってくる。

　音おとを立たててブレーキをかけ、自じ転てん車しゃを止とめるとリョウマ君くんは言いった。

「上じょう流りゅうの野や球きゅう場じょうまで行いって、そこから川かわぞいをくだってきたけど、どこにもいねえ。」

「こっちもいない。あのケガじゃ遠とおくまでは歩あるけないはずなんだけど……。ナナミちゃんは、下か流りゅうのほうをさがしてる。けど、まだ、だれからも『見みつけた。』って連れん絡らくは来きてないの……。」

　あたしはもういちど、スマホを確かく認にんした。

「どちらにせよ、完かん全ぜんに暗くらくなっちまう前まえに見みつけねえと、さがしにくくなる。」

　真しん剣けんな顔かおでリョウマ君くんが言いう。あたしはぐっとこぶしをにぎりしめる。くやしい！

　ふいに、リョウマ君くんがあたしの肩かたにレインパーカーをかけた。

「そんな顔かおするな。とにかく今いまはトラをさがすんだ！」

　あたしの頭あたまにフードをかぶせ、頭あたまの上うえにポンッと手てをのせた。あたしの顔かおをのぞきこんでいるリョウマ君くんと目めが合あう。
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「うん。ありがとう……。あ、リョウマ君くんがぬれちゃう。」

　急きゅうにはずかしくなって、あたしは視し線せんをそらした。

「おれはいいよ。おまえが着きとけ。あと、このかさ、さっきそこでひろったやつだけど、まだ使つかえそうだから、ナナミにわたしてこい。」

「うん……。」

　レインパーカーに、そでをとおすのもドキドキする。

「今いま、ふと思おもったんだけどさ……。」

　リョウマ君くんが遠とおくを見みながらつぶやく。

「え、なに？」

「おれが、ナナミの母かあちゃんの立たち場ばだったとして、もし、どうしてもトラとナナミの仲なかを引ひきはなしたいなら、川かわの向むこうに置おいてくるかも……。」

　リョウマ君くんは、川かわの対たい岸がんを見みつめている。

「あ……。」

　だまったまま、あたしはリョウマ君くんの顔かおを見みる。リョウマ君くんも同おなじようにあたしを見みて、うなずいた。

「ハナビ、ナナミを連つれてこい！　おれは、先さきに行いって調しらべてる！」

　リョウマ君くんはそう言いって、自じ転てん車しゃをものすごいスピードで走はしらせた。

　あたしはすぐに、下か流りゅうにいるナナミちゃんに電でん話わをかける。だけど、聞きこえていないのか、なかなか出でない。しかたがないので、あたしはそのまま下か流りゅうへ向むかって走はしりだした。

　数すう百ひゃくメートルくだった草くさむらのあたりに、白しろいくつしたをどろだらけにしたナナミちゃんがいた。リョウマ君くんからもらったかさに二人ふたりで入はいり、橋はしへ向むかって走はしりだす。

　かすかな希き望ぼうをつかんだあたしたちは、どしゃぶりの中なかでも足あしどりは軽かるい。橋はしの上うえを走はしりきって、対たい岸がんの土ど手てにたどりついたとき、自じ転てん車しゃに乗のった人ひと影かげがこちらへ向むかってくるのが見みえた。

「リョウマ君くん!?」

　声こえをかけると、リョウマ君くんらしき人ひと影かげが、こちらに向むかって手てをふった。

「ハナビ、ナナミ！」

　ふりあげた手てが、ガッツポーズに変かわる。

「いたぞ！」

　あたしたちの前まえで自じ転てん車しゃを止とめ、カゴの中なかのトレーナーをめくった。中なかには、びしょぬれになったトラがいた。

　さっきまでリョウマ君くんが着きていたトレーナーに包つつまれ、体からだをふるわせている。

「トラ！」

　とっさに、ナナミちゃんがトラの体からだをだきあげた。この前まえは、つめを立たてたり、歯はをむいたりしていたトラが、ナナミちゃんのうでの中なかで小ちいさくなって、ふるえている。

　ナナミちゃんは、なんどもリョウマ君くんにお礼れいを言いった。リョウマ君くんは、塾じゅくに行いくと言いって、そのまま去さっていった。

　あたしは、上じょう流りゅうの野や球きゅう場じょうあたりをさがしていたティナちゃんや、家いえにいる愛あい子こさんに、トラを見みつけたと報ほう告こくを入いれ、ナナミちゃんの家いえに向むかう。

　ナナミちゃんはトラをだいじそうにだいて、だまったまま歩あるきつづける。

　坂さか道みちのとちゅうにあるナナミちゃんの家いえの前まえにつくと、ナナミちゃんは深ふかく息いきをすいこみ、門もんを開あけた。キーッという音おとが家いえの中なかまで聞きこえたのか、カーテンが開ひらき、ナナミちゃんのお母かあさんが顔かおをのぞかせる。そして、すぐに玄げん関かんの外そとまで出でてきた。

　お母かあさんは、トラに気きづくと、深ふかくため息いきをつく。

「猫ねこは、うちには入いれませんよ。」

　きびしい顔かおでナナミちゃんを見みつめる。

「やだ。」

　ナナミちゃんは、お母かあさんをにらみかえす。

「やだ、じゃありません！　だいたい、なんなの、そのひどいかっこうは？　制せい服ふくも、くつしたもどろだらけだし、びしょぬれじゃないの。熱ねつが出でても、ママ、知しらないわよ！」

　お母かあさんはあいかわらず、息いきもつかぬ早はやさでナナミちゃんをしかり、まるでゾウキンをつまむようなしぐさで、トラをつかもうとした。

「いやっ！　いやだ！」

　ナナミちゃんはその手てを、思おもいっきりはらいのける。

「ひどいのはママよ！　約やく束そくやぶったのはママじゃない！　わたしが学がっ校こうに行いってるあいだに、勝かっ手てにトラを捨すてちゃうなんて！　ママの、うそつき！」

「ナナミ！　あなた、ママに向むかってなんてこと言いうの!?」

　お母かあさんはおどろいた顔かおで、ナナミちゃんを見みる。

「だって、トラを飼かってもいいって言いったのはママなのに。トラをこの雨あめの中なか、外そとに置おいてくるなんて。」

　ナナミちゃんの目めからポロポロと涙なみだがこぼれだす。

「こんなことして、またぜんそくが出でたらどうするの！　ナナミ、わかるでしょ？　ママはただ、それが心しん配ぱいなだけなの。」

　お母かあさんは、興こう奮ふんしたナナミちゃんをなだめるように、急きゅうにやさしい声こえで話はなした。

「おばあちゃんちにも猫ねこがいたけど、ぜんぜん平へい気きだったもん。トラといっしょにいられないほうが、いやだ！　ぜったい、いやだ！」

　ナナミちゃんはトラをギュッとだきしめ、そのまま部へ屋やの階かい段だんをかけのぼった。

「ナナミ！　待まちなさい！」

　すぐにお母かあさんが追おいかけていく。二階かいから、ナナミちゃんを引ひき止とめるお母かあさんの声こえが聞きこえてきた。けれど、ナナミちゃんはすべてをはらいのけるように、いきおいよく階かい段だんをおりてくる。

「わたし、ハナビちゃんちに行いく！」

　スクールバッグと大おおきなボストンバッグを肩かたにかけ、両りょう手てでトラをだきかかえたナナミちゃんは、玄げん関かんから外そとに出でると、同どう意いを求もとめるように、あたしを見みる。

「もう勝かっ手てにしなさい！　親おやの言いうことが聞きけない子こは、家いえには入いれません！　まったく、猫ねこと親おやとどっちがだいじなの！」

　お母かあさんは、バッサリと言いいはなつ。

「わかった！　じゃあ、出でていきます。」

　ナナミちゃんは、泣なきながら門もんの外そとへとかけだしていった。





4　会あいたい







　家いえに帰かえると、ずぶぬれのままトラをだいて、大おおきなバッグを肩かたにかけたナナミちゃんを、愛あい子こさんと、先さきに家いえに来きていたティナちゃんが、笑え顔がおでむかえ入いれた。

　すぐにトラの体からだをタオルでふき、新あたらしい包ほう帯たいをまきなおす。トラは抵てい抗こうして、あたしやナナミちゃんは、なんども手てやうでをひっかかれた。

　トラの体からだをかわかすことに夢む中ちゅうだったけれど、あとからじわじわといたくなってきた。

「見みかけは、ふわふわな子こ猫ねこなのに、つめはするどいんだね。」

　ひっかかれた傷きず口ぐちを消しょう毒どくしながら、ナナミちゃんに言いった。

「猫ねこって、犬いぬよりももっと野や生せいに近ちかいんだって。ちゃんと〝狩かり〟もするし。」

　ナナミちゃんが答こたえた。

「えーっ、そうなんだ……。」

　あたしは声こえをあげた。




　愛あい子こさんちに泊とまることになったナナミちゃんは、綾あや瀬せ大和やまと君くんが使つかっていた部へ屋やを使つかうことになった。ヤマト君くんは前まえにここに住すんでいた高こう校こう生せいで、あたしの初はつ恋こいの人ひと。今いまはお父とうさんの転てん勤きんで、アメリカのロサンゼルスに住すんでいる。

　段だんボール箱ばこで作つくったトラのおうちを、リビングではなく、ナナミちゃんの部へ屋やにセットして、寒さむくないように、小ちいさめの湯ゆたんぽにバスタオルをまき、ベッドを作つくった。

「これであったまってね。それから、ごはんはここに置おいておくね。食たべたいときに食たべてね。あと、トイレはここだからね。」

　ナナミちゃんは、トラに声こえをかけながら、おうちの中なかをととのえていく。

　湯ゆたんぽベッドの上うえにおろされたトラは、そこから動うごかず、身みをちぢめたまま、あたりの様よう子すをうかがっている。

「あったかいのかな!?」

　ナナミちゃんがうれしそうに、あたしのほうをふりかえる。

「ぜんぜん、動うごかないね。心ここ地ちいいのかな。」

　トラの表ひょう情じょうはまだこわばっているけれど、湯ゆたんぽは気きに入いってくれたらしく、体からだに入はいっていた力ちからが、じょじょにぬけていくのが見みていてわかる。

　トラがおどろかないように気きをつけながら、あたしはその様よう子すをスマホで撮とった。あとで、リョウマ君くんや『夜よるカフェ』メンバーに送おくろう。

　最さい後ごに、トラが少すこしでも落おち着つけるように、おうちの上うえから大おおきな布ぬのをかけて、中なかをうす暗ぐらくしたところで、階かい段だんの下したから愛あい子こさんの声こえが聞きこえてきた。

「お風ふ呂ろ、わいたわよー。冷さめないうちに、順じゅん番ばんに入はいっちゃいなさい。」




　その晩ばん、ティナちゃんとふとんにねころがりながら、スマホで『猫ねこの飼かい方かた』や、『なつかせ方かた』を調しらべた。

「見みて、ティナちゃん！　猫ねこは〝エサをくれる人ひと〟になつくんだって！」

　となりにいるティナちゃんの肩かたをつかんで、スマホの画が面めんを見みせた。

「〝猫ねこに興きょう味みがなさそうな人ひと〟にもなつくらしいわよ。わたしはこの方ほう法ほうでいこうかな。」

　ティナちゃんも、あたしにスマホの画が面めんを見みせる。ちょうどそのタイミングで、ティナちゃんのスマホに、ポロンッ、という着ちゃく信しん音おんとともに、『ＲＩリＴＳＵツ』と表ひょう示じが出でる。

「あっ、ティナちゃん、ごめん。バッチリ、見みえちゃった。リツさんからだよ。」

　ティナちゃんは顔かおを真まっ赤かにして、ものすごい早はやさでメッセージをチェックした。

　松まつ永なが律りつさんは、『三さん丁ちょう目めカフェ』の常じょう連れんさんで、大だい学がくで映えい画がを撮とっている。

　今こん週しゅう末まつはリツさんの大だい学がくの学がく園えん祭さいだ。そこで、八月がつに撮とり終おえたティナちゃん主しゅ演えんの映えい画がが上じょう映えいされることになっている。あたしまでワクワクしてくる。

「学がく園えん祭さいのこと？　いよいよだね～。映えい画がの公こう開かい！　楽たのしみすぎるよ～。」

「う～、見みたいような、見みたくないような……。」

　ティナちゃんは、まくらに顔かおをつっぷして、うなるようにつぶやく。

「映えい画がはぜったい、いいはずだよ！　それよりもさ、学がく園えん祭さいだよ？　リツさんといっしょに歩あるいてまわったりして。ひゃ～！　あっ、あたしはじゃまかなあ。」

「ちょ、ちょっと！　そんなんじゃないってばあ！」

　ティナちゃんが投なげたまくらが、あたしのにやけた顔かおにぶつかったとき、とつぜんノックの音おとが聞きこえ、ナナミちゃんが顔かおをのぞかせた。

「ナナミちゃん、どうしたの？　もしかして、トラになにかあった？」

「ううん、ちがうの……。ママから、ＬＩＮＥラインが来こなくて……。」

　こわばった表ひょう情じょうのナナミちゃんが、ぽつりとつぶやく。

「わたし、ママにあんなこと言いっちゃったから……。やっぱり、おこってるよね……。」

　不ふ安あんそうに、ナナミちゃんはスマホをにぎりしめる。

　あたしは立たち上あがって、ナナミちゃんのそばへ行いくと、

「とりあえず、入はいって。こっちおいでよ。」

　ナナミちゃんをさそって、ふとんの上うえにすわらせた。ティナちゃんは体からだを起おこして、

「だいじょうぶよ。少すこしくらいガツンと言いってやったほうがいいのよ！　親おやだからって、完かんぺきじゃないんだから。」

　実じっ感かんをこめて言いいはなつ。

「うん……。でも、ママも、わたしの体からだのことが心しん配ぱいだから、あれだけ強つよく反はん対たいしてるんだと思おもう。わたし、小ちいさいころから、よくかぜひいてたから……。」

「親おやなんだから、心しん配ぱいさせときゃいいのよ。うちのママなんて、心しん配ぱいどころか、わたしがインフルエンザにかかったとき、『うつって、仕し事ごとを休やすむわけにはいかないから』って、看かん病びょうはお手て伝つだいさんにまかせて、いっさい近ちかよりもしなかったんだよ～。

　あ～あ、うちのママとナナミちゃんちのママ、たして二でわればちょうどいいのに。うまくいかないもんね。」

　ティナちゃんは、はあっ、と深ふかいため息いきをついた。

　返へん事じにこまっているナナミちゃんに、あたしはたずねる。

「うちのママも、おこるとこわいから、不ふ安あんな気き持もちはよくわかるよ……。だけど、お母かあさんがこわいからって、トラのことを手てばなせる？　あきらめちゃう？」

「それは、いやっ。ぜったい、いや。」

　ナナミちゃんはすぐに、首くびを横よこにふる。

「そうでしょ、ナナミ！　だったら、戦たたかわなきゃ！」

　ティナちゃんがナナミちゃんの肩かたをたたいた。いつのまにか、よびすてになっている。

「うん。」

　ナナミちゃんの目めに力ちからがこもった。
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　翌よく朝あさ、あたしはティナちゃんより先さきに起おきた。

「あたしだって、やればできるじゃん！」

　あたしは、こぶしをにぎって気き合あいを入いれる。

　ナナミちゃんが通かよう私し立りつ校こうは、電でん車しゃと徒と歩ほを合あわせて四十分ぷんはかかると言いっていたから、あたしやティナちゃんよりも、早はやく家いえを出でないといけない。

　だから、朝あさのトラの世せ話わはあたしがやろう。そして、朝あさのエサをあげて、トラになついてもらうんだ！　そんなことを計けい画かくしていた。

　いそいで制せい服ふくに着きがえてから下したへおりると、ダイニングではナナミちゃんと愛あい子こさんが、朝あさごはんを食たべていた。

「ナナミちゃん、愛あい子こさん、おはよう。」

「おはよう、ハナビ。きょうは早はやいじゃない。」

　愛あい子こさんがおどろいた顔かおをする。

「うん。ナナミちゃんの学がっ校こうは少すこし遠とおいから、朝あさのトラのエサやりとか、おうちの中なかのそうじは、あたしがやろうと思おもって。」

　キッチンでコーヒーミルクを作つくりながら答こたえると、

「あ、それはもう、やりました。」

　すぐに、ナナミちゃんが言いった。

「さっき、ごはんもあげて、トラのおうちの中なかもそうじしたの。」

「あ、そうだったんだ。え？　じゃあ、ナナミちゃん、何なん時じに起おきたの？」

「六時じ前まえには。」

「六時じ!?」

　思おもわず、大おおきな声こえでおどろいてしまった。さっそくおじけづく……。

「あの、愛あい子こさん……。」

　ナナミちゃんがあらたまった表ひょう情じょうで、愛あい子こさんの顔かおを見みつめた。

「なあに？」

「ここで、トラを飼かってもらうことはむずかしいでしょうか。わたし、世せ話わをしにきますから！　ほんとうは家いえで飼かいたいけど、ママに捨すてられちゃうし……。」

「そうよね。ナナミちゃんの気き持もちはわかるわ。わたしも猫ねこは好すきだから、飼かおうと思おもったことがあるの。でも、ここは飲いん食しょく店てんでしょ。もしかしたら、お客きゃくさんのなかには動どう物ぶつが苦にが手てな人ひともいるかもしれない。今いまは『夜よるカフェ』もやっていて、いろんな人ひとが出で入いりするじゃない。だから、動どう物ぶつを飼かうのはやめているの。」

「そうなんですか……。」

　ナナミちゃんは、しょんぼりとうつむく。

「ごめんね。元げん気きになるまであずかるのは、オッケーよ。トラにとって、いちばんいい方ほう法ほうがきっと見みつかると思おもうから、みんなで考かんがえましょ。」

　愛あい子こさんの明あかるい口く調ちょうに、ナナミちゃんも顔かおを上あげて、うなずいた。

　愛あい子こさんと二人ふたりでナナミちゃんを見み送おくったあと、あたしは二階かいへ上あがった。

　ナナミちゃんの部へ屋やにいるトラに会あいにいくと、トイレスペースにしいてある新しん聞ぶん紙しは、新あたらしいものにかえられ、エサや水みずが入はいった器うつわはキレイにならべられている。

　そのときトラと目めが合あった。あ、いけない。あたしはあわててトラから視し線せんをそらし、小ちいさな声こえであいさつをした。

「トラ、おはよ。」

　これは、きのう調しらべた猫ねこと心こころを通かよわすための方ほう法ほうのひとつ。目め線せんを合あわせると、トラはあたしがいかくしているってとらえてしまい、ますます警けい戒かいしてしまうらしい。

「おはよう、ハナビ。きょうは、早はや起おきじゃない。」

　ふりかえると、制せい服ふくに着きがえたティナちゃんが、ねむそうな顔かおで立たっていた。

「ナナミは？」

「今いま、学がっ校こうに行いったとこ。きょうは六時じ前まえから起おきて、トラのおうちの中なかのそうじとか、ぜんぶやってくれたよ。」

「へぇ～、がんばってるじゃない。」

　ティナちゃんはあくびをしながら、下したへおりていった。




　その日ひは夕ゆう方がたから、愛あい子こさんと早さ紀きちゃんがイラストの仕し事ごとの打うち合あわせででかけてしまったため、あたしとティナちゃんで夕ゆう飯はんを作つくることになった。

　きょうのメニューは、ナポリタンスパゲッティと、大だい根こんと豆とう腐ふのサラダ。

　野や菜さいの下したごしらえが終おわったころ、ナナミちゃんはペットショップの大おおきな紙かみぶくろを持もって帰かえってきた。

　ふくろの中なかから出でてきたのは、猫ねこ用ようのトイレと、中なかに入いれる砂すなや、キャットフード、それから、水みず色いろに白しろのドットが入はいった首くび輪わだった。

　さっそく二階かいに上あがって、新あたらしいトイレをセットし、抵てい抗こうするトラをなだめながら、ナナミちゃんが首くび輪わをつける。

「かわいい～。写しゃ真しん、撮とらなきゃ。」

　あたしはスマホをとり出だし、写しゃ真しんを撮とる。あわい茶ちゃ色いろのトラ模も様ように、水みず色いろがよくにあう。

　ナナミちゃんもうれしそうに、いろんな角かく度どから写しゃ真しんを撮とった。

　首くび輪わをしたトラのかわいさに、うかれているあたしたちの横よこで、ティナちゃんは現げん実じつ的てきな質しつ問もんをする。

「これ、けっこうお金かね、かかったでしょ？　だいじょうぶ？」

「あ、うん。でも、おこづかい、ためてたから、だいじょうぶ。」

　ナナミちゃんはすぐに答こたえた。

　ティナちゃんとあたしは夕ゆう飯はんのしたくにもどり、ナナミちゃんは、しばらくトラのそばにいて、おりてきたころには、夕ゆう食しょくはできあがっていた。

　きょうこそはあたしも、トラにエサをあげたいと思おもって、ドライフードをふやかしていた。けれど、おりてきたナナミちゃんに、

「ありがとう。わたし、あげてくるね。」

と言いわれ、エサの入はいった器うつわをわたす。

　トラの世せ話わをしているナナミちゃんが、あまりにいきいきしているので、あたしもつい、たのんでしまう。

　こんな調ちょう子しで、あたしはトラにエサをあげられないまま、水すい曜よう日びをむかえた。

　ナナミちゃんのお母かあさんには、愛あい子こさんがいちど電でん話わを入いれていた。留る守す番ばん電でん話わにメッセージを残のこしたものの、お母かあさんのほうからは、連れん絡らくもなければ、むかえにもきていない。

　きょうの『夜よるカフェ』は『小しょう学がく生せいナイト』で、ナナミちゃんも、はじめてスタッフとして参さん加かすることになっている。メニューは、とり肉にくとブロッコリーのマカロニグラタンと、シーザーサラダだ。

　いつも『小しょう学がく生せいナイト』を手て伝つだってくれているリョウマ君くんは、塾じゅくのテストで来こられないし、同おなじクラスの小こ林ばやし也や哉や子こは、部ぶ活かつのミーティングで不ふ参さん加か。

　たよれるメンバー二人ふたりぶんのあなをうめるため、あたしとティナちゃんは、学がっ校こうが終おわると走はしって家いえまで帰かえり、早さ紀きちゃんと三人にんでいそいで下したごしらえをはじめた。

　あわただしく会かい場じょうをととのえたり、飲のみ物ものを用よう意いしていると、ナナミちゃんがおくれて帰かえってきた。

「トラのトイレのそうじをして、エサをあげてくるね。」

　そう言いって、ナナミちゃんは二階かいに上あがっていった。

　六時じをすぎて、四年ねん生せいのリサちゃんやなっちゃんや、ほかの子こどもたちが集あつまりはじめる。

　下したにおりてきたナナミちゃんは、なにか手て伝つだえることをさがすように、きょろきょろしている。けれど、どうしたらいいかわからないのか、こまった様よう子すで会かい場じょうを見みつめていた。

　あたしもティナちゃんも、子こどもたちの相あい手てをしているから、そんなナナミちゃんの姿すがたに気きがついていても、なかなか手て伝つだいをたのめないでいた。

「ハナビちゃん、猫ねこ、飼かいはじめたって、ほんと!?」

　なっちゃんがあたしのそでを引ひっぱる。

「うん。二階かいにいるよ。あれ、だれから聞きいたの？」

「翔しょう太た君くんが、お姉ねえちゃんから聞きいたって。ナツコも会あいたい！　会あってもいい!?」

　翔しょう太た君くんはヤヤコの弟おとうとだ。この前まえ、トラをさがすときに、ヤヤコにもＬＩＮＥラインしたからだ。

「うん、もちろん。ただ、今いまはまだケガしてるし、人ひとにもなれてないから、おどろかせないように、しずかに見みてね。」

　あたしがなっちゃんに言いうと、なっちゃんのまわりにいたグループの子こたちからも、口くちぐちに「猫ねこに会あいたい。」とリクエストが上あがった。

「ナナミちゃん、トラをみんなに見みせてあげたいんだけど、いい？」

　あたしが声こえをかけると、ナナミちゃんはすぐに二階かいに上あがり、トラを連つれてくる。

「わ～、かわいい～。」

　小しょう学がく生せいが輪わになって、トラとナナミちゃんをとりかこむ。みんなは言いわれたとおり、そーっとトラを見みつめて、大おおきな声こえを出だす子こはいない。ふと見みると、リサちゃんだけ、みんなから少すこしはなれたところにいる。どうしたんだろう？

　ナナミちゃんのうでの中なかで、トラはおそるおそる、あたりを見みまわしている。

「名な前まえはなんですか？」

　なっちゃんは、ナナミちゃんに、ていねいに聞きいた。

「トラっていうの。」

　ナナミちゃんが答こたえると、なっちゃんは小ちいさく一歩ぽ近ちかよって聞きいた。

「だっこしてもいいですか？」

「まだ、人ひとになれてないから、だっこはがまんしてね。」

　ナナミちゃんは、すぐにことわる。

「わかった……。リサも、もっと近ちかくにおいでよ。トラちゃん、かわいいよ！」

　なっちゃんはふりむくと、後うしろのほうにいるリサちゃんに声こえをかけた。

「あ、リサはいい……。」

　リサちゃんは、あとずさる。あたしは、リサちゃんの顔かおをのぞきこんだ。

「どうしたの？　もしかして、こわい？」

「ううん。リサ、猫ねこアレルギーなの。さわったり、近ちかくにいたりすると、すごくせきが出でて、目めも真まっ赤かになっちゃうんだ。でも、近ちかくにいなければ、だいじょうぶだから。」

「えっ、トラちゃんがいると、リサは『夜よるカフェ』に来こられないの？」

　なっちゃんが心しん配ぱいそうに言いった。

「そっか。リサちゃん、気きづかなくてごめんね。『夜よるカフェ』のときは、トラを店みせに出ださないように気きをつけるね。」

　ナナミちゃんは申もうしわけなさそうに言いうと、トラをだいて二階かいへもどっていった。

「トラが元げん気きになったら、また遊あそんであげてね！」

　あたしはなっちゃんをはげますように、声こえをかけた。





5　学がく園えん祭さい







「ほんと、小しょう学がく生せい男だん子しって、どうして、おとなしくすわってられないのかしら。こんなところから、ブロッコリーが出でてくるし。」

　ティナちゃんがソファの下したからブロッコリーをひろい上あげ、鼻はなで笑わらう。そこはさっきまで翔しょう太た君くんたち男だん子しグループが、さんざん飛とびまわって遊あそんでいた場ば所しょだ。

　スタッフの人にん数ずう不ぶ足そくで大おおいそがしだった『夜よるカフェ　小しょう学がく生せいナイト』は、嵐あらしが去さるように終おわり、ゴチャゴチャにちらかったカフェを、ティナちゃんと二人ふたりでかたづけ中ちゅうだ。

「あれ？　ナナミちゃんは？」

　カフェを見みまわしながら、ティナちゃんに聞きいた。

「えー、わかんないけど、またトラのとこに行いってんじゃない？」

　ティナちゃんはモップをいすに立たてかけ、ゆかに置おいてあったグラスをつかんだ。

　きょうはてんてこまいで、人ひと手でがほしい。ナナミちゃんは、なにしているのかな？

「あたし、ちょっと、見みてくるね！」

　カフェから自じ宅たくに入はいり、ナナミちゃんの部へ屋やへ向むかう。階かい段だんをのぼろうとしたとき、二階かいから、ちょうどナナミちゃんがおりてきた。

「あ、ナナミちゃん。『夜よるカフェ』のあとかたづけ、いっしょに手て伝つだってもらえないかな？　けっこうちらかっちゃってて……。」

　あたしが言いうと、ナナミちゃんはこまったような表ひょう情じょうで答こたえる。

「あ、うん。でも、これからトラにごはんをあげようと思おもって……。さっきあんまり食たべなかったから。」

「え、そうなんだ。そっかぁ……。」

　なんて言いったらいいのかわからなくなって、少すこしのあいだ沈ちん黙もくが続つづいた。わかるけど、でも……。

　あたしは、思おもいきって言いった。

「あのね、ナナミちゃん。トラがかわいいのも、ナナミちゃんがトラをたいせつに思おもう気き持もちも、よーくわかるよ。朝あさも早はやく起おきて、いっしょうけんめいお世せ話わしてるのもわかってるし、すごいなって思おもってる。だけど、『夜よるカフェ』のことも、もうちょっと手て伝つだってくれるとうれしいんだけどな。きょうはとくに、人ひと手でが少すくないし。」

「あ、ごめんなさい……。」

　ナナミちゃんの目めが、みるみると涙なみだ目めになっていく。え、そんなにキツイことを言いったつもりはないんだけれど……。

「え、え……。いや、あの……。」

　あたしがあせって、しどろもどろになっていると、

「わたし……、なにをどう手て伝つだったらいいかわからなくて……。ごめんなさい。」

　ナナミちゃんの目めから、ついに大おおつぶの涙なみだがこぼれおちた。

「あ、あのね、あたしは、トラとナナミちゃんが来きてくれて、毎まい日にちすごく楽たのしいよ。それに、あたしだって、最さい初しょここに来きたころは、なーんにも、できなかったんだよ。朝あさだってぜんぜん起おきられなくて、ティナちゃんにもよくおこられたんだ。」

　あたしはナナミちゃんの顔かおをのぞいて言いった。

「そうだったの……？」

　ナナミちゃんが涙なみだをこらえて、ふしぎそうな顔かおをする。

「わたしもハナビに、お風ふ呂ろの時じ間かんが長ながいって、おこられました。」

　いつのまにか、すぐ後うしろに来きていたティナちゃんが、あたしの背せ中なかをつついて、ニヤッと笑わらう。

「そうそう。それで、二人ふたりで大おおゲンカもしたの。だから、泣なかなくても、だいじょうぶだって！　小しょう学がく生せいも『夜よるカフェ』を楽たのしみに来きてくれてるの。だから、ナナミちゃんもいっしょに、あの子こたちをささえてくれたらうれしいな。」

　あたしは、ナナミちゃんに笑わらいかけた。

「うん……。」

　ナナミちゃんの顔かおに、ほんのり笑え顔がおがもどる。

「さっ！　じゃあ、ちゃっちゃと、かたづけちゃいましょ！」

　ティナちゃんはニヤッと笑わらって、切きりかえるようにパンパンッと手てを打うった。




　かたづけが終おわったあと、あたしははじめて、トラにエサをあげた。トイレのそうじのしかたも教おそわった。

　ナナミちゃんのうでには、細こまかくていたそうなひっかき傷きずが、いくつもあるのに気きがついた。

　それに、トラのおうちの中なかはびっくりするほどキレイにそうじされ、体からだの大おおきさに合あわせて、ベッドやトイレの高たかさなどが調ちょう節せつされていた。

「ナナミちゃん、トラのお世せ話わがこれだけできるなんて、やっぱりすごいよ！」

　感かん心しんして言いうと、ナナミちゃんもうれしそうに笑わらいかえす。

　ふと、トラのおうちの横よこに置おいてあるボックスに、猫ねこじゃらしのオモチャや新あたらしいキャットフードが入はいっているのが見みえた。

「あれ、ナナミちゃん。フードとか、オモチャとか、いつのまに買かったの？」

「あ、うん。学がっ校こうの帰かえりによってきたんだ。」

「そうだったんだ。でも、こんなにお金かね使つかっちゃって、だいじょうぶ？　あたしも、少すこしは出だすよ。」

「うん。貯ちょ金きんがあるから、だいじょうぶ。それより、トラのつめとぎなんだけどね。」

　ナナミちゃんは、すぐに話はなしを切きりかえた。

　金きん曜よう日びに動どう物ぶつ病びょう院いんへ行いくと、トラのケガの回かい復ふくぶりがかなりいいらしく、足あしにまいていた包ほう帯たいをとることができた。それに、栄えい養よう状じょう態たいもよくなっていると言いわれた。




　そして、むかえた土ど曜よう日びは、空そらが高たかく、空くう気きのすんだ気き持もちのいい秋あき晴ばれ。学がく園えん祭さい、そしてティナちゃん主しゅ演えん映えい画がの公こう開かい記き念ねん日びだ。

　リョウマ君くんやカレンちゃんも、きょうの映えい画がをいっしょに見みたがっていたけれど、リョウマ君くんは塾じゅく、カレンちゃんは学がっ校こうで、どうしても来こられなかった。

　ツタのからまる古ふるい校こう舎しゃへ続つづく並なみ木き道みちには、部ぶ活かつやサークルが開ひらいている模も擬ぎ店てんが両りょうサイドにならび、在ざい学がく生せいや一いっ般ぱんのお客きゃくさんであふれかえっている。

「見みて！　ティナちゃん、タピオカ、売うってるよ！　あとで飲のもうよ！　ん～、これは、『夜よるカフェ』のメニューの参さん考こうにもなるかもね！」

　ワクワクしながら話はなしかけるけれど、ティナちゃんはさっきから、なにを話はなしかけても、上うわの空そら。自じ分ぶんではみとめないけれど、ものすごく緊きん張ちょうしているのがわかる。

　五月がつにおこった〝ツイッター〟事じ件けんで、ティナちゃんが女じょ優ゆうの湯ゆ島しま香か織おりさんと俳はい優ゆうの佐さ山やま勇ゆう介すけさんの娘むすめだということ、それからリツさんの映えい画がに主しゅ演えんしているのが広ひろまったことで、問とい合あわせが、殺さっ到とうしたらしい。

〝超ちょう有ゆう名めい女じょ優ゆうと俳はい優ゆうの娘むすめが主しゅ演えんする映えい画が〟として、注ちゅう目もくが集あつまった。だから、ティナちゃんは、キャップを深ふかくかぶって、だてメガネをかけ、ちょっとした変へん装そうをしている。

　ティナちゃんと二人ふたりで、リツさんに教おそわった道みち順じゅんをたどって校こう舎しゃに入はいり、階かい段だんをのぼって会かい場じょうにたどりついた。会かい場じょうの外そとのろうかには、入にゅう場じょうを待まつ人ひとの列れつができている。

　ティナちゃんに、「リツさんに会あいにいこうよ。」とさそったけれど、「いそがしいだろうから、あとでいい。」と言いわれた。

　そっか。映えい画がの上じょう映えいもそうだけれど、ひさしぶりにリツさんに会あうのも、緊きん張ちょうしている理り由ゆうなのかもしれないな。

　開かい場じょう時じ間かんをすぎると、百人にん以い上じょうすわれそうな階かい段だん席せきは、ほぼ満まん席せきになった。あたしとティナちゃんは、いちばん後うしろの席せきにすわる。

　ドキドキしながら上じょう映えいを待まっていると、リツさんがステージに上あがり、いつものさわやかな笑え顔がおであいさつをした。

　会かい場じょうの電でん気きが消きえ、場じょう内ないが真まっ暗くらになると、低ひくいピアノの音おとが聞きこえてきた。そのメロディが鼓こ動どうみたいに聞きこえるなか、目めをとじたティナちゃんが画が面めんに映うつし出だされる。

　ふいに、画が面めん上じょうで目めを開あけたティナちゃんの、キリッとしたひとみにくぎづけになる。そして、ティナちゃんが演えんじる〝Ｉアイ〟は、きゅっと口くちを結むすんで走はしりだした。

　この走はしる場ば面めんは、最さい初しょの撮さつ影えいのとき、なんどもなんども撮とりなおしていたシーンだ。

　走はしりだしたティナちゃんに合あわせて、ピアノのメロディがどんどん転てん調ちょうしていく。それが、ティナちゃんの息いきづかいとかさなって聞きこえ、セリフもないし、共きょう演えん者しゃもいないのに、表ひょう情じょうやしぐさから目めがはなせなくなった。

　みんなで真しん剣けんに撮とった映えい像ぞうが、編へん集しゅうされ、音おん響きょうがくわわって、こんな物もの語がたりをえがくなんて、映えい画がってすごい！

　気きがつくと、映えい画がは終おわり、場じょう内ないは明あかるくなっていた。ステージにならんだリツさんはじめ、スタッフのみんなに、会かい場じょうじゅうから拍はく手しゅが送おくられている。

　あたしも立たち上あがって、拍はく手しゅをした。ティナちゃん、リツさん、スタッフさんみんなに、今いまのことばにできない思おもいを伝つたえたくて、手てがいたくなるほど、拍はく手しゅを送おくった。

「最さい高こうだったね！　ほんと、ほんとに、よかったよ！　ティナちゃん！」

　興こう奮ふんがおさまらないあたしのとなりで、ティナちゃんはずっと、うかない顔かおをしている。

　会かい場じょうを出でると、ティナちゃんは早はや足あしで歩あるきだした。人ひとどおりの少すくないろうかのいちばんおくのかべにへばりつくように立たつと、とつぜんその場ばにしゃがみこむ。あたしはおどろいて、ティナちゃんのとなりにしゃがんだ。

「ティナちゃん、どこか、具ぐ合あい悪わるい？」

「ぜんぜん、ダメ……。」

　ティナちゃんは苦くるしそうに声こえを出だす。

「だ、だいじょうぶ!?」

「わたし……、もう、ママのこと、もんくを言いえないわ……。」

「え？　どういうこと？」

「わたし、演えん技ぎ、ヘタすぎっ。あ～、はずかしいっ。今いままでは、ママがなんであんな人にん気きなのか、ぜんぜんわからなかった……。けど、やっぱり、すごい女じょ優ゆうだった……。」

　ティナちゃんはうなだれるように、かべに頭あたまをくっつけたまま、動うごかない。

「ティナちゃんだって、はじめてなのにすっごくよくって、あたしは感かん動どうしたよ！」

　思おもわず、うしろからティナちゃんの肩かたをつかんだ。

「あ～、ダメ。ほめられるほど、自じ信しんなくす～。」

　自じ分ぶんのおでこをかべにおしつけながら、なげいているティナちゃんが、ちょっとかわいい。

「ティナちゃん！」

　ふりかえると、リツさんが走はしってくるのが見みえた。ティナちゃんは、あわてて立たち上あがる。

「大だい成せい功こうだよ！　ありがとう！　ティナちゃんに〝Ｉアイ〟をたのんで、ほんとうによかった！」

　リツさんは立たち止どまると、力ちから強づよくティナちゃんの手てを両りょう手てでにぎった。ティナちゃんの顔かおがみるみる赤あかくなる。
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「お客きゃくさんたちも、ティナちゃんの〝Ｉアイ〟がものすごくよかったって、みんな言いってたよ！　セリフもないのに、〝Ｉアイ〟の思おもいがあふれてたって。また次つぎの映えい画がも見みたいって！」

「え……？」

「ティナちゃんさえよかったら、ぼくはまた、ティナちゃんと映えい画がを撮とりたい。そのときは、出しゅつ演えんしてもらえるかな？」

　リツさんが真しん剣けんな顔かおで、ティナちゃんを見みつめた。

「……わたしも、やりたいです。よろしくお願ねがいします。」

　ティナちゃんはうれしそうに、ほほえんだ。




「さー！　なに、食たべようか！」

　校こう舎しゃを出でると、さっきまでの元げん気きのなさとは打うって変かわり、ティナちゃんはニコニコしながらふりかえった。

「タピオカ！　タピオカ飲のみたい！　あそこにあるよ！」

　あたしは、すでにチェックしていた、タピオカを販はん売ばいしている模も擬ぎ店てんを指ゆびさす。

　二人ふたりでお店みせに行いくと、大だい学がく生せいのお姉ねえさんが、あたしたちに元げん気きに声こえをかける。注ちゅう文もんをしてお店みせの前まえで待まっていると、店みせの横よこに大おおきなコルクボードがならんでいるのに気きづいた。

　ボードの上うえには、大おおきな文も字じで『里さと親おや募ぼ集しゅう！』と書かかれていて、たくさんの犬いぬや猫ねこの写しゃ真しんがはってある。

「あの、あれってなんですか？」

　タピオカドリンクをとどけにきたお姉ねえさんに聞きいてみた。

「ああ、このお店みせは、〝動どう物ぶつ愛あい護ごサークル〟がやっているの。」

「動どう物ぶつ愛あい護ごサークル？」

　あたしは首くびをかしげる。

「そう。捨すて犬いぬや捨すて猫ねこと、里さと親おやさんをつなげる活かつ動どうをしたり、動どう物ぶつの保ほ護ご施し設せつに行いって、ボランティアをしたりするサークルよ。」

　お姉ねえさんは、コルクボードにはられた犬いぬや猫ねこの写しゃ真しん、それに、『これまでの活かつ動どう記き録ろく』と書かかれた新しん聞ぶん記き事じを指ゆびさした。

「大だい学がくって、そんなサークルもあるんですね。」

　ティナちゃんが、記き事じを見みつめながらうなずく。

「あ、お客きゃくさん来きちゃった。くわしく知しりたかったら、ここにアクセスしてみてね。」

　お姉ねえさんはそう言いって、あたしにサークルの紹しょう介かいチラシをわたした。

「ありがとうございます。」

　お礼れいを言いい、最さい後ごにもういちどボードを見みた。写しゃ真しんの中なかから、こちらを向むいている犬いぬや猫ねこたちの顔かおを見みながら、どうか、いい飼かい主ぬしさんに出で会あえますように、と心こころの中なかで祈いのった。





6　猫ねこ耳みみヘア







　ナナミちゃんやトラと暮くらしはじめて、一週しゅう間かん。

　ナナミちゃんはここの生せい活かつにもなれてきたみたいで、身みのまわりのことも、お手て伝つだいも、少すこしずつ自じ分ぶんからすすんでするようになった。

　トラはトラで、リョウマ君くんの友ともだちからゆずりうけたケージの中なかで、のびのびしている。ケガがだいぶよくなってからは元げん気き全ぜん開かい。だけど、まだまだ警けい戒かい心しんが強つよく、ヘタにさわろうとすると、すばやくにげてしまう。

　火か曜よう日びの放ほう課か後ごにリョウマ君くんがやってきて、トラのおうちの大おおそうじをすることになった。

　ナナミちゃんの部へ屋やをしめきり、トラをケージの外そとに出だしたとたん、部へ屋やの中なかをすばしっこく走はしりまわり、ライトスタンドをたおしたり、たなによじのぼって、本ほんや写しゃ真しん立たてをたおしたりしていく。

　そのあげく、タンスとタンスのすきまに入はいりこんで、出でてこなくなった。

「トラ～。ほら、おやつだよ～。トラ～。」

　あたしは中なかをのぞいて、おやつでおびき出だそうとしたけれど、トラは見みすかしているのか、おやつには目めもくれずに、あたしの顔かおめがけてきょうれつな猫ねこパンチをくり出だした。

「いったあ～。」

　のけぞったすきに、トラは部へ屋やの反はん対たい側がわのたなのすきまに入はいりこむ。

「よし！　おれがつかまえる！　ナナミ、トラが出でてきたら、キャッチだ。トラ！　ほら、おまえのえものだ！　つかまえてみろ！」

　リョウマ君くんがすきまから中なかをのぞいて、猫ねこじゃらしのオモチャでさそうけれど、トラは動うごかない。そこへ、早さ紀きちゃんが部へ屋やのドアを開あけた。

「だいじょうぶ？　下したのカフェまで、すごい音おとが聞きこえてきたけど。」

「あっ！　早さ紀きちゃん、ドアをしめて！」

　みんなの注ちゅう意いがそれた瞬しゅん間かん、トラがたなのすきまからぬけ出だし、リョウマ君くんの顔かおに飛とびかかると、そのまま猛もうスピードでナナミちゃんの横よこをすりぬけ、開ひらいたドアのすきまから部へ屋やの外そとへ出でてしまった。

「いってえ。」

　顔かおを後うしろ足あしでひっかかれたリョウマ君くんに、声こえをかけるまもおしんで、あたしたちはいそいでトラを追おいかける。トラは階かい段だんをおり、開あいていたドアのすきまから、カフェの中なかへと走はしりこんでいく。中なかをのぞくと、お客きゃくさんが何なん組くみもいる。

「お客きゃくさんをひっかいたりしたら、大たい変へん。早はやくつかまえよう！」

　あせるあたしに、リョウマ君くんがうなずく。

「よし、いちばんおくに追おいこもう。おれは右みぎから行いくから、ハナビは左ひだりから。ナナミはチャンスがあれば、トラをつかまえてくれ。」

　あたしたちは、お客きゃくさんのじゃまにならないように、体からだをかがめながら入はいっていったけれど、すぐにトラに気きづかれた。トラは、サッとテーブルの下したににげこむ。

「あら、猫ねこちゃんだわ。」

　ふいに足あしもとに来きたトラに、お客きゃくさんがおどろいたり、笑わらったりしている。

「す、すみません！　トラ、そっちはダメッ。」

　お客きゃくさんにあやまりながら、テーブルのあいだをすりぬけて、トラを追おいかける。あたしとリョウマ君くんが左さ右ゆうからすすみ、おくのスペースにうまく追おいこめた。

「よしっ、チャンスだ！」

　リョウマ君くんの声こえに、あたしとナナミちゃんはうなずく。体からだをかがめながら、トラとの距きょ離りをちぢめていく。すると、トラがいきなりジャンプして、あたしの足あしと肩かたをふみ台だいに、テーブルの上うえに飛とび乗のった。

　ガシャーン！　大おおきな音おととともに、シュガーポットがゆかに落おちて、白しろい砂さ糖とうが飛とびちる。

「キャー！」

　お客きゃくさんの悲ひ鳴めいがあがる。

「トラーッ!!」

　あたしの大おお声ごえに、トラはいちもくさんに走はしりだした。あたしたちもすぐに追おいかける。トラは、あいているいすの上うえにジャンプしたかと思おもうと、体たい勢せいをくずしてゆかにすべり落おちた。
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　ちょうど帰かえろうとしていたお客きゃくさんがカフェの外そとへ出でていくと、そのすきにトラも飛とび出だしていく。リョウマ君くんがいちばんに追おいかけ、あたしとナナミちゃんもドアから出でようとした、そのときだった。

「ちょっと！」

　するどい声こえが聞きこえた。ふりかえると、女じょ性せいのお客きゃくさんが早さ紀きちゃんをよんでいる。

「これ、見みてよ。コーヒーの中なかに、猫ねこの毛けが入はいってるんですけど！」

　えっ、もしかしてトラの!?　あたしは、ナナミちゃんと顔かおを見みあわせた。

　早さ紀きちゃんがコーヒーカップをとり、頭あたまを下さげた。

「も、申もうしわけありませんっ。今いま、新あたらしいものをお持もちします。」

「いいえ、けっこうです。これじゃ、少すこしもゆっくりできそうにありませんから。あんな騒そう々ぞうしい猫ねこを置おいておくなんて、飲いん食しょく店てんとして、いかがなものかと思おもいますけど。」

　あたしたちをにらむように見みて、その人ひとはカフェを出でていった。

「おいっ、トラが道どう路ろに出でちまったぞっ！」

　リョウマ君くんの声こえが聞きこえた。

「ええっ。」

　いそいで外そとに出でると、トラが道どう路ろの反はん対たい側がわにすわっている。つかまえたくても、車くるまや自じ転てん車しゃがとおっていて、あぶない。

　反はん対たい側がわにわたって、ナナミちゃんがそっと近ちかづいて、つかまえようとしたとき、トラがいきなり走はしりだして、正しょう面めんから走はしってきた自じ転てん車しゃのおばさんが急きゅうブレーキをかけた。

「ちょっと！　あぶないじゃないの！」

「す、すみません。」

　そのあいだに、トラは植うえこみの中なかに入はいってしまう。とおりがかりのおばさんたちも、立たち止どまって見みている。ナナミちゃんがタオルを広ひろげて、トラをタオルごと、ふわっとだきあげ、ようやくつかまえた。

　トラも、ナナミちゃんにだけは、少すこしなつきはじめているみたいで、だっこをされても、さほどいやがらない。

「はぁ～、よかったー。ようやく、ひと安あん心しんだね。」

　トラをナナミちゃんにたのむと、あたしとリョウマ君くんはカフェに行いき、お客きゃくさんや早さ紀きちゃんにあやまった。

　その夜よる、愛あい子こさんに昼ひる間まのさわぎを伝つたえた。

「迷めい惑わくかけちゃって、ごめんなさい。」

　ナナミちゃんが泣なきそうな声こえであやまる。愛あい子こさんは、ほほえんで言いった。

「そうだったの。でも、それはしかたないわよ。トラはまだ、人ひとになれてないんだもの。」

「トラがにげださないように、外そとに出だすときはリードをつけるようにします。」

「そんなに気きにしないの。あんまりしばりつけちゃうと、かわいそうよ。ただ、事じ故こにあわないように気きをつけようね。」

　愛あい子こさんの言こと葉ばに、ナナミちゃんは、こわばっていた表ひょう情じょうをゆるませ、大おおきくうなずいた。




　翌よく日じつの水すい曜よう日びは『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』だ。今こん夜やのメニューはナナミちゃんのリクエストで、ハヤシライスとコブサラダにきまった。

『中ちゅう学がく生せいナイト』をはじめたころは、六時じからみんなが集あつまって、あたしたちが用よう意いした夕ゆう食しょくを食たべていた。けれど、カレンちゃんから自じ分ぶんもいっしょに作つくりたい、という声こえがあがり、今いまでは来こられる人ひとが、夕ゆう食しょく作づくりから参さん加かするようになった。

　ティナちゃんと二人ふたりで、スーパーで食しょく材ざいを買かい、家いえに帰かえる。学がっ校こうが早はやく終おわったナナミちゃんもくわわり、カフェのキッチンで準じゅん備びをはじめていると、カレンちゃんがやってきた。

　カレンちゃんは都と内ないの有ゆう名めい進しん学がく校こうに通かよっている、中ちゅう学がく二年ねん生せい。ティナちゃんの両りょう親しんのことを、〝ツイッター〟の裏うらアカウントで投とう稿こうしてしまった張ちょう本ほん人にんだ。

　ティナちゃんは、ＳエスＮエヌＳエスで、ありもしないうそや悪わる口くちをさんざん書かかれたり、学がっ校こうにマスコミがおしよせたりして、ものすごく傷きずついたし、おこった。犯はん人にんを推すい測そくするなかで、アヤメちゃんをうたがってしまったこともある。

　これで『夜よるカフェ』もおしまいかって悲かなしくなったけれど、それだけはいやだって、『夜よるカフェ』はぜったいに守まもりたいって思おもった。だから、みんなで集あつまって、カレンちゃんからほんとうの気き持もちを聞きいたり、おたがいに思おもっていることをぶつけ合あった。

　ティナちゃんもアヤメちゃんをうたがったことを心こころからあやまり、メンバーはみんなあらたな気き持もちで集あつまることができるようになった。

『夜よるカフェ』をやってよかったって、心こころの底そこから思おもった。だって、こんなふうに仲なか直なおりができるんだもん。こんな絆きずなを作つくることができるんだもん。

　カレンちゃんは、今いままで〝裏うらアカ〟でしか言いえなかったような本ほん音ねを、ここでは少すこしずつ出だすようになった。

　ティナちゃんも、そんなカレンちゃんを受うけとめ、もんくを言いい合あったり、〝裏うらカレン〟とよんで、冗じょう談だんを言いい合あったりするようになり、前まえよりも二人ふたりは仲なかがいい。

「ごめーん。わたし、きょうは宿しゅく題だいをやっててもいい？　明日あした〝小しょうテスト〟があるの。」

　カフェに入はいってくるなり、カレンちゃんはカウンター席せきにすわる。

「それなら、図と書しょ室しつとか集しゅう中ちゅうできる場ば所しょで、やってくればよかったじゃない。」

　牛ぎゅう肉にくのかたまりを切きっているティナちゃんが、包ほう丁ちょうを持もちあげて言いう。

「だって、このカフェのほうが、集しゅう中ちゅうできるし。ね、終おわったら、すぐ手て伝つだうから！　あ、そういえば、猫ねこちゃんは!?」

　カレンちゃんはそう言いって、バッグからノートと教きょう科か書しょを出だしはじめた。

「ほら、ぜんぜん集しゅう中ちゅうできそうもないじゃない。猫ねこは、あと！」

　ティナちゃんがすぐに切きりかえす。

　こんなやりとりが行おこなわれている横よこで、ナナミちゃんは、もくもくとたまねぎを切きりつづける。

「ナナミちゃん、切きるの、早はやくなったね。」

　台だいふきをしぼりながら、あたしは声こえをかけた。

「え、ほんと？」

　うれしそうな顔かおをするナナミちゃんの後うしろから、ティナちゃんが口くちを出だした。

「ちょっと、厚あつすぎない？」

「え？　あ、ごめんなさいっ。」

　ナナミちゃんは、すぐに薄うすく切きりなおそうとする。

「あ、ちょっと待まって！　んー、これくらいでいいんじゃない？」

　ティナちゃんは、ナナミちゃんの後うしろにまわって、見み本ほんを切きってみせる。

「あ、それくらいかあ。えっと……。」

　ナナミちゃんも、おそわったとおりに切きろうといっしょうけんめいだ。

「あ、そうそう。いい感かんじじゃない！」

　二人ふたりのやりとりを背せ中なかに、あたしは鼻はな歌うたをうたいながら、大おおきなテーブルにクロスをしいた。

　しばらくして、ハヤシライスを煮にこみはじめたタイミングで、リョウマ君くんとコウヘイ君くんがいっしょに入はいってきた。瀬せ田た康こう平へい君くんはリョウマ君くんの友ともだちで、『夜よるカフェ』メンバーでもある。

「お、このにおいは、ハヤシライスかな～。なあ、なあ。トラは？」

　リョウマ君くんが、キッチンをのぞきながら聞きく。

「トラの前まえに、サラダ、お願ねがい！　あとは、レタスを洗あらってちぎるだけだから。」

　ティナちゃんは、リョウマ君くんとコウヘイ君くんの前まえに、レタスとボウルをドン、ドン、といきおいよくならべた。

　席せきの準じゅん備びをととのえると、カレンちゃんがまた、あたしをよびとめる。

「ね～ね～、なんで、リョウマ君くんとハナビちゃん、同おなじ場ば所しょにバンソウコウはってるの？」

「え？　ああ、トラに猫ねこパンチされて。」

「ふ～ん。ほんと、仲なかいいよね～。」

　カレンちゃんが、にたにたしながら言いう。

「べ、べつに。ふ、ふつうだよー！　ほら、集しゅう中ちゅう、集しゅう中ちゅう！」

　あたしはカレンちゃんの背せ中なかをポンッとたたいて、早はや足あしでキッチンにもどった。

「じゃあ、アヤメちゃんが来くるまで、ナナミもハナビも、ちょっとつきあって。」

　ほぼ準じゅん備びがととのったところで、ティナちゃんがエプロンをはずしながら言いった。

「え!?　なに？　どこ行いくの？」

　宿しゅく題だいをしているカレンちゃんが、顔かおを上あげる。

「カレンはさっさと、宿しゅく題だいを終おわらせなさ～い。」

　ティナちゃんはピシャリと言いい、ナナミちゃんと三人にんで、あたしの部へ屋やに入はいった。

「ねえ、ナナミの髪かみ、アレンジしてもいい？　いじりたくてたまらなかったの！」

　ブラシとホットカーラーを手てに持もったティナちゃんが、目めをかがやかせる。

「えっ、わたし？」

　ナナミちゃんは、びっくりした顔かおをする。

「そうよ。思おもいっきり、かわいくしてあげる。さ、すわって。」

　きょとんとしているナナミちゃんを、ティナちゃんはいすにすわらせた。

「わたしなんかでも、かわいくなれるの？」

「もっと自じ信しんをもちなさいよ、ナナミ。さ、じゃあ、目めをつぶっててね～。いいって言いうまで、開あけちゃダメよ。」

　ティナちゃんは楽たのしそうに、あたためたカーラーをナナミちゃんの長ながい毛け先さきにあてはじめた。

　しばらくして、髪かみの毛け全ぜん体たいの毛け先さきに、ふんわりウェーブがかかると、頭あたまの高たかい位い置ちでツインテールに結むすんだ。両りょうサイドで、ふんわりとおだんごに丸まるめ、おだんごの先さきを、少すこしとんがらせて、猫ねこの耳みみのような形かたちにととのえる。
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　最さい後ごはくずれないように、ヘアスプレーをかけて完かん成せい！

「わあ！　かわいい！」

　横よこで見みていたあたしは、できあがりのかわいさに、思おもわず声こえをあげる。

「さ、目めを開あけていいわよ！　トラとおそろの、猫ねこ耳みみヘア～。」

　ティナちゃんが声こえをかけ、ナナミちゃんが目めを開あけた。

「わあ～。」

　ナナミちゃんは両りょう手てをほおにあて、目めをキラキラさせたまま、鏡かがみの向むこうにいる自じ分ぶんの姿すがたを見みつめた。

「ティナちゃん、ありがとう！　すごい、こんなの、はじめてっ……。」

「すごいよね！　あたしも、はじめてティナちゃんにアレンジしてもらったときは、びっくりしたもん！」

　そうそう。去きょ年ねん、ここで同おなじようにティナちゃんにヘアアレンジをしてもらって、はじめて目めを開あけたとき、今いままで見みたことのない新あたらしい自じ分ぶんの姿すがたに、感かん動どうした。

　いつも髪かみをキレイにとかして、おろしているナナミちゃんにとって、この猫ねこ耳みみヘアは、よほど衝しょう撃げきだったらしく、ぼーっと鏡かがみを見みつめている。

「ナナミも、もっといろんな髪かみ型がたして、遊あそんじゃえばいいのよ。アレンジもいいけど、ハナビみたいなボブもかわいいだろうし、バッサリショートもぜったいにあうと思おもう！　今いままで、どんな髪かみ型がたしてたの？」

　鏡かがみの中なかのナナミちゃんと視し線せんを合あわせ、ティナちゃんが聞きいた。

「ママが、長ながいほうがにあうからって、ずっとこれ。短みじかくしたことがないの。」

「そうなの!?　だったら、いろいろためしてみれば？　ほら、見みて。首くびも細ほそいし、頭あたまの形かたちもキレイだから、ショートもバッチリよ！」

　ティナちゃんはナナミちゃんの頭あたまを横よこに向むけ、鏡かがみに映うつしてみせる。

「そ、そうかな……。」

　ナナミちゃんは少すこしうれしそうに、いろんな角かく度どから自じ分ぶんの姿すがたを見みた。

「失しっ敗ぱいしたって、どうせ髪かみなんてすぐにのびるんだから、やっちゃえばいいのよ。なにがいちばんにあうかなんて、やってみないとわからないじゃない。ね！」

　最さい後ごにティナちゃんは、ナナミちゃんの背せ中なかをパンッとたたいた。

　六時じ少すこし前まえに、アヤメちゃんが到とう着ちゃくし、できたてのハヤシライスをよそいはじめた。

　アヤメちゃんはあたしと同おなじ中ちゅう学がっ校こうに通かよう、ひとつ上うえの先せん輩ぱい。ふだんはキリッと、切きれ長ながの目めが印いん象しょう的てき。というか、ちょっとこわいときもある。

　みんなが一杯ぱい目めのハヤシライスを食たべ終おえたころ、ナナミちゃんがトラを連つれてきた。

　きょうはトラの首くび輪わに長ながいリードをつけて、ゆかにおろしても、遠とおくまでにげ出だせないようにしてある。

「きゃ～～！　ほんとうに猫ねこだああああ。」

　カレンちゃんが、キンキンした声こえでさけぶ。

「しーーっ！」

　ナナミちゃん、ティナちゃん、リョウマ君くんの三人にんが、いっせいに人ひとさし指ゆびを口くちにあてる。

　トラは、みんなにかこまれ、落おち着つかない様よう子すで、ナナミちゃんのひざの上うえに立たって、今いまにもおりたそうな顔かおをしている。

「えー、猫ねこかー。わたし、猫ねこ、ダメなんだよねー。」

　後うしろから、アヤメちゃんの声こえがした。みんながいっせいにふりむく。

「へー、アヤメって、猫ねこ、ダメなのか。」

　リョウマ君くんが、意い外がいそうに言いう。

「小ちいさいとき、すっごいひっかかれてさー。それ以い来らいムリ。」

「うっそー、こんなにかわいいのに～。」

　いつもよりワントーン高たかい声こえで答こたえるカレンちゃんのスマホからは、カシャカシャカシャカシャッと、ものすごい連れん写しゃの音おとが聞きこえてくる。

「しかたないでしょ、苦にが手てなんだから。ま、近ちかくに来こなければ、平へい気きよ。」

　そう言いいながら、アヤメちゃんは、トラからいちばん遠とおい席せきにすわった。

　ナナミちゃんはちょっとさみしそうにしていたけれど、カレンちゃんやリョウマ君くんにせがまれ、トラをゆかにおろして遊あそびはじめた。だけど、そこにアヤメちゃんは入はいらない。

「ねえ、ナナミちゃんは、いつからここに住すんでるの？」

　うらやましそうな顔かおで、カレンちゃんが聞きく。

「あ、えっと、先せん週しゅうの月げつ曜よう日びから……。」

「ってことは、トラが行ゆく方え不ふ明めいになったとき？　うっそ、じゃあ、一週しゅう間かん以い上じょうじゃん！　あれ、でも、ナナミちゃんのお母かあさんって、いつもむかえにきてたよね？　だいじょうぶ？」

　カレンちゃんが首くびをかしげる。

「ママからは、ずっと連れん絡らくがないの……。わたしも、してない。」

　ナナミちゃんは少すこし、しょんぼりした顔かおで答こたえる。

「猫ねこのために反はん抗こうして、家いえ出でしてくるなんて、カッコいいじゃん。」

　アヤメちゃんが、ナナミちゃんに言いった。これまでアヤメちゃんから、ナナミちゃんに話はなしかけるところなんて、ほとんど見みたことがない。

　ナナミちゃんは、はずかしそうに、でもちょっとうれしそうに、アヤメちゃんを見みた。

「あのさ～。トラがおれの足あしのあいだで、落おち着ついちゃってるみたいなんだけど、これは、おれ、動うごかないほうがいい感かんじ？」

　とつぜん、コウヘイ君くんが手てをあげて、言いった。
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「ええっ!!」

　みんなが、いっせいにおどろいた。見みると、リードにつながれ、ナナミちゃんの足あしもとにいたはずのトラが、コウヘイ君くんの足あしにほおをよせ、気き持もちよさそうにねころがっている。今いままで、ぜんぜん、トラに興きょう味みを示しめさなかったコウヘイ君くんなのに！

「なんで、おまえにいちばん、なついてんだよ！」

「あたしなんて、さわろうとしたら、ひっかかれちゃうのにぃ！」

　あたしとリョウマ君くん、二人ふたりの声こえがかさなった。そんなあたしとリョウマ君くんの顔かおを見みて、みんなが笑わらいだした。

　夜よるの七時じをすぎると、話わ題だいはティナちゃんが主しゅ演えんした映えい画がのことになった。

　あたしがその内ない容ようについて、くわしく話はなそうとすると、カフェのドアが開あく音おとがした。

　入はいってきたのは、ナナミちゃんのお母かあさんだった。え？　え？

　とっさに、おくの席せきにすわっているナナミちゃんを見みると、お母かあさんと目めを合あわせたまま、かたまっている。

　二人ふたりの様よう子すを見みて、みんなもおどろいた顔かおで、だまりこんでしまった。

　お母かあさんは、あたしたちには目めもくれず、しずまりかえったカフェの中なかを、まっすぐにナナミちゃんのもとへやってくると、とつぜんほおをひっぱたいた。





7　家か族ぞくいろいろ







「あなたは、どこまで悪わるい子こになり下さがるつもりなの！」

　お母かあさんは声こえをふるわせ、ナナミちゃんをどなりつける。ほおをたたかれたナナミちゃんは、だまったままうつむいている。

　まわりにいるみんなは、目めの前まえでなにがおこったのか、よくわからないけれど、ただならぬ様よう子すを感かんじとり、シーンとしずまりかえっている。

「ナナミ、ママがなぜたたいたか、わかっているのよね？　なにも言いいかえさないってことは、お金かねをとったことをみとめるのね？」

　とっさにみんなの視し線せんが、ナナミちゃんに向むいた。

　ナナミちゃんが、しずかにうなずく。その姿すがたを見みて、お母かあさんは深ふかいため息いきをついた。

「ママがパートに出でているあいだに、こっそりうちにもどってきて、家いえの引ひき出だしから、お金かねを持もっていくなんて信しんじられないわ。それも、一回かいだけじゃなく、なんどもよっ。たとえ、ママのお金かねだとしても、人ひとのお金かねを盗ぬすむなんて、泥どろ棒ぼうと同おなじよっ。」

「……ごめんなさい。」

　ナナミちゃんはうつむいたまま、しずかに言いった。そのとき、コウヘイ君くんの足あしもとにねそべっていたトラが、ソロリソロリとナナミちゃんに近ちかよっていった。

　そして、しょんぼりとうなだれているナナミちゃんの足あしに頭あたまをこすりつける。まるでナナミちゃんをなぐさめているように。

　みんなも、息いきをのんで見み守まもっている。ナナミちゃんは、ハッとしてトラをだきあげた。

「もうっ、今いまは猫ねこどころじゃないでしょ！」

　お母かあさんは、ナナミちゃんの手てからトラを引ひきはなそうとする。ナナミちゃんはトラをひざにのせ、ギュッと強つよくだきしめた。

　お母かあさんは気き持もちを切きりかえるように大おおきくせきばらいをしてから、続つづける。

「お金かねのこと、かくしとおせると思おもったの!?　どれほどママがショックを受うけたか、わかる？　はじめは、お金かねの計けい算さんが合あわなくて、おかしいなって思おもった。それでも、ナナミを信しんじたのよ。まさか、ナナミがこんなことするはずないって。それなのにっ……。」

「……どこかで、ちゃんと言いおうと思おもって。」

「そんな言いいわけ、やめなさい！」

　お母かあさんは、ナナミちゃんのことばをピシャリとさえぎる。

「どうせ、この猫ねこのエサ代だいかなにかに使つかっていたんでしょ。ママにはお見みとおしよ。いつかこうなるんじゃないかって、わかっていたから、だから、あれだけ反はん対たいしたの。ナナミがこれからどうするか、もう少すこし見み守まもるつもりだったけど、これで結けっ果かはよくわかったわ。」

「……でも。」

「今いまはなにも、聞ききたくありません。すぐに、荷に物もつをまとめなさい。帰かえるわよ。」

　お母かあさんはすわっているナナミちゃんのうでをつかみ、立たたせようとする。トラがびっくりして、ナナミちゃんのひざから飛とびおりた。トラはそのままテーブルの下したで、かくれるようにうずくまる。

「さっ、早はやく！」

　お母かあさんは、なおもナナミちゃんのうでを強つよく引ひっぱった。

「い、いやっ。」

　いすを手てでつかんで、ナナミちゃんははげしく抵てい抗こうする。

「いいかげんになさいっ！」

「いやっ！　お、お金かねをとったことは、あやまるからっ。でも、帰かえりたくないっ。」

　ナナミちゃんはさけぶように言いう。

「そんなわがままが通つう用ようすると思おもっているの!?　猫ねこをひろってきてから、あなたはおかしくなったのよ！」

「おかしくなんて、なってない。」

「ねえ？　これ以い上じょう、ママをこまらせないでちょうだい。こんな悪わるいことをするような子こじゃなかったでしょ？　だいたい、なんなの、その頭あたまは？　ナナミには、にあいません！」

　お母かあさんはそう言いって、ナナミちゃんの猫ねこ耳みみヘアをほどきはじめる。

「やめて！」

　抵てい抗こうするナナミちゃんを無む視しして、お母かあさんはどんどん髪かみをといていく。

「ちょっと！」

　今いままでだまっていたティナちゃんやリョウマ君くんが立たち上あがろうとすると、お母かあさんが、キッと二人ふたりを見みる。ぞっとするほどこわい目めだ。

　お母かあさんは、ティナちゃんとリョウマ君くんを見みつめたまま、冷つめたく言いいはなつ。

「あなたたちも、これ以い上じょう、ナナミを悪わるい道みちに引ひきずりこまないでちょうだいねっ。さ、ナナミ、帰かえるわよ！」

　お母かあさんは、ナナミちゃんのうでをつかんだ。そのとき、

「いやだっ！」

　とつぜん、ナナミちゃんが大おおきな声こえでさけび、お母かあさんの体からだをおした。そのいきおいで、お母かあさんは後うしろによろめく。

「ナ、ナナミ……。」

　お母かあさんはおどろいた顔かおで、ナナミちゃんを見みる。

「いや、もう、いやだ！　わたしはおかしくなんて、なってない！　おかしいのは、ママのほうよ！」

　ナナミちゃんが、大おおきな声こえで言いった。

「もう、これ以い上じょう、わたしのこと、きめつけないで！　髪かみ型がたのことも、アレルギーのことも、学がっ校こうや塾じゅくや友ともだちのことも、ママが勝かっ手てに、きめないで！」

　ボサボサ頭あたまになったナナミちゃんは、カウンターまで走はしると、ペン立たての中なかに入はいっているハサミをとり出だした。

　ハサミを見みた瞬しゅん間かん、その場ばにいた全ぜん員いんが息いきをのんだ。

「ナナミ、なにをするのっ!?」

　おどろいたお母かあさんが、あわててナナミちゃんに近ちかよる。

「ナ、ナナミちゃん。」

　あたしも思おもわず、立たち上あがった。みんなもナナミちゃんのほうに近ちかよっていく。

　お母かあさんはまゆをひそめ、大おおきく息いきをのみ、ナナミちゃんに手てをのばした。

「ナナミ。ハ、ハサミをわたしなさいっ。ね。いい子こだから。」

「こっちへ、来こないで！」

　ナナミちゃんは、ハサミの刃はを広ひろげる。
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「わたしは、ママのあやつり人にん形ぎょうじゃない！　いい子こなんて、もう、いやっ！」

　そう言いうなり、自じ分ぶんの髪かみをつかむと、ハサミでバッサリ切きりおとした。

「ナナミッ……。」

　お母かあさんはこしがぬけたように、その場ばにしゃがみこむ。

　みんながぼうぜんと見みつめるなか、ナナミちゃんは髪かみを切きりつづける。

　肩かたより下したまでのびていた髪かみの毛けを、すべて短みじかく切きりおとしたナナミちゃんは、息いきをあらくして、お母かあさんを見みおろした。

「トラとはなれるなんていや。家いえには帰かえらない！」

　にらみつけるように、断だん言げんした。

　みんなの視し線せんがお母かあさんに注そそがれる。お母かあさんはだまったまま立たち上あがり、ほんの少すこしよろめくと、キリッと背せ筋すじをのばした。

「かっ、勝かっ手てになさい。」

　冷ひややかな声こえで言いいのこして、カフェを出でていった。しずまりかえったカフェに、バタンとドアがしまる音おとがひびくと、ナナミちゃんがゆかにくずれおちる。

「ナナミちゃん！」

「だいじょうぶ？」

　今いままで、だまって息いきをひそめて見みていたみんなが、それぞれ声こえをもらす。

「ち、力ちからがぬけちゃって……。」

　ゆかに散ちらばっている、たくさんの髪かみの毛けの上うえで、ナナミちゃんは力ちからなくほほえむ。

「と、とりあえず、ハサミはもらっておくね。」

　あたしは、ナナミちゃんが手てにしたままのハサミを受うけとった。すると、このときを待まっていたかのように、トラがナナミちゃんに近ちかよっていく。

　ナナミちゃんはトラをだきあげ、はじめて涙なみだをこぼす。

「トラ……。さっきはありがとね。わたしのこと、がんばれってはげましてくれたんだよね。ありがと、トラ。」

　ナナミちゃんはトラの頭あたまにほおずりする。トラの体からだや頭あたまの上うえに、涙なみだがふりかかる。

　なかなかなつかないトラだったけれど、トラはナナミちゃんの気き持もちをわかっていたんだ。

　ナナミちゃんが、どれほど自じ分ぶんのことを思おもってくれているか……。

「えらいぞ、トラ。」

　あたしは言いいながら、ナナミちゃんのひざの上うえのトラの頭あたまを、そっとなでる。

　トラは気き持もちよさそうに目めをとじた。

「だけどさあ、ナナミ。あなた最さい高こうよ、スカッとしたわあ。」

　ティナちゃんがナナミちゃんのそばに来きて、くすっと笑わらう。

「まさか、あの場ばで、髪かみを切きるとは思おもわなかったわ。」

「わたしなんて、てっきり、ナナミちゃんがハサミで、お母かあさんのことさしちゃうんじゃないかって、ドキドキしちゃった～。」

　カレンちゃんが、スマホを胸むねにあてながら言いった。

「さすがにそれはないでしょ。」

　ティナちゃんがすぐに切きりかえすと、

「ですよね。」

　カレンちゃんは声こえをはずませ答こたえると、席せきにもどる。

「さっきのナナミ、まるでティナみたいだったよ。」

　アヤメちゃんが、ナナミちゃんに笑わらいかけた。

「ちょっと～、どういうことよ。」

　ティナちゃんがすぐに言いいかえす。

「今いまでも……、信しんじられない……。」

　ナナミちゃんが、手てを胸むねにあてて、うつむく。

「でも、まあ、だれのお金かねであれ、勝かっ手てに盗ぬすむのはよくないわよ。」

　うでをくんで、アヤメちゃんが言いう。

「うん……。わかってたんだけど……。」

　ナナミちゃんは重おもいものをはき出だすように、ふーっと長ながく息いきをはいた。

「もちろん、いいこととは言いえないけど、でも、それだけトラを助たすけたい一いっ心しんだったってことだよね。」

　あたしはナナミちゃんを見みる。

「たぶん、ママに反はん発ぱつしたいって気き持もちもあったんだと思おもう……。」

「あっ、それ、わかる～！」

　カレンちゃんが、大おおきくうなずいた。

「とにかく、自じ分ぶんひとりでかかえこまずに、わたしたちにもちゃんと言いってよね。お金かねだって、少すこしくらいなら出だせるかもしれないし。」

　ティナちゃんがあらたまった声こえで言いう。あたしは自じ分ぶんの貯ちょ金きんの額がくを思おもいうかべた。

　うん、えっと……、少すこしくらいなら……。

「まあ、トラにかかるお金かねのことは、ちゃんと考かんがえないとな。愛あい子こさんにも迷めい惑わくかけちゃうわけだから。」

　リョウマ君くんが大おおまじめな顔かおで言いった。

「だけど、こういうことって、リアルにあるんだな。おれ、はじめて見みた。」

　コウヘイ君くんはまだ、おどろいたままの表ひょう情じょうだ。

「なんだか、ただ夢む中ちゅうで……。ママになんて言いわれたかとか、わたしもなんて言いったか、よくおぼえてないんだけど……。なんだか、ものすごくいやな思おもいが出でてきて……。」

　ナナミちゃんが、胸むねのあたりをギュッとつかむ。

「あっ……、わたし、いやだったんだ……。」

　ふいに顔かおを上あげる。

「ママの言いうとおりにするのも、ママの好このみの髪かみ型がたしかできないのも……。ほんとうは、いやだったんだ……。」

　話はなしながら、ナナミちゃんの目めに涙なみだがうかんでくる。

「ママが笑わらってくれて、喜よろこんでくれるから……、わたしもうれしくて、それでいいと思おもってた。けど、ほんとはちがったんだね……。」

　ナナミちゃんは、今いまの思おもいを心こころにきざむように、自じ分ぶんの胸むねにぎゅっと手てをおしつけた。

「ちがわないよ。どっちもナナミちゃんだよ。それに気きづけたって、すごいよ、ナナミちゃん！」

　あたしは、ナナミちゃんに向むかって、うなずく。

「そ、そうかなあ……。」

　涙なみだをぬぐいながら、ナナミちゃんは、てれたようにほほえんだ。

「な～んか、どの家か族ぞくも、いろいろとあるんだねえ……。」

　カレンちゃんは、しみじみと言いうと、テーブルの上うえに置おいてあったティッシュを一枚まいとり、残のこりの箱はこをナナミちゃんの前まえに置おいた。そうだ、カレンちゃんはカレンちゃんで、よくできるお姉ねえちゃんとくらべられて、つらい思おもいをしてきたんだった。

　自じ分ぶんも家か族ぞくのことを思おもい出だして、涙なみだをふくのかと思おもいきや、

「っていうか、ナナミちゃんのお母かあさんって、重おも～い。」

　カレンちゃんはいきおいよく、ティッシュで鼻はなをかんだ。

「軽かるっ！　あんたの言いい方かた、軽かるっ。」

　アヤメちゃんが、すぐにつっこむ。

「だって、わたしみたいに、まったく親おやから注ちゅう目もくされてないのも、それはそれでつらいけど、その逆ぎゃくは逆ぎゃくで、つらいんだな～って思おもって。うちのお姉ねえちゃんも、重おもさっていうか、プレッシャー？　みたいなのを感かんじてるのかなあ。」

　ケロッとした顔かおで、カレンちゃんは答こたえ、すぐにティナちゃんを見みる。

「ティナちゃんも、あこがれの有ゆう名めい人じん一いっ家かで、大たい変へんだったわけじゃん。」

「今いまでも大たい変へんです～！」

　ティナちゃんは、カレンちゃんに言いった。すると、リョウマ君くんが口くちをはさむ。

「そういえば、コウヘイ。おまえんちって、父とうちゃんも母かあちゃんも、仲なかいいよなあ。姉ねえちゃんとだってさ。家か族ぞくでぶつかることって、あんのか？」

　すぐに思おもいつかないのか、コウヘイ君くんは天てん井じょうを見みて、考かんがえる。

「たまに、父とうさんとは言いい合あうけど、べつにケンカというほどでもないし……。まあ、うちは完かん全ぜんに、女おんなが強つよいからなあ。父とうさんと二人ふたりで、母かあさんと姉ねえさんの嵐あらしがすぎさるのを待まつ。そんな感かんじかな。それより、なんか腹はらへってきちゃって……。おれ、二杯はい目め、食たべていいっすか？」

「あ、そうだ！　ごはん途と中ちゅうのままだったね。たしかにお腹なかすいたかも……。」

　あたしは笑わらってキッチンに向むかう。ティナちゃんやカレンちゃん、アヤメちゃんたちもぞろぞろと続つづいた。

　ナナミちゃんも、トラをひざからおろし、ようやく立たち上あがった。体からだじゅうにふりかかっている髪かみの毛けがバラバラとゆかに落おちる。

　リョウマ君くんがすぐにホウキを手てにしてきて、ゆかをはきはじめた。コウヘイ君くんがゴミ袋ぶくろを用よう意いする。

　いつのまにか、こうした連れん携けいプレーがあたりまえになっていた。そういえば、『小しょう学がく生せいナイト』のほうでも、みんなが協きょう力りょくし合あうようになっている。

　二杯はい目めのハヤシライス全ぜん員いんぶんが、テーブルにならんだ。

「いっただきまーすっ！」

　コウヘイ君くんが、スプーン山やまもりを口くちに入いれる。みんなも食たべはじめたけれど、ナナミちゃんだけは、なにかを考かんがえこむようにうつむいている。

「食しょく欲よくない？」

　あたしが声こえをかけると、ナナミちゃんは顔かおを上あげ、ぽつりとつぶやく。

「きずついてるかな、ママ……。」

「あーっ、反はん省せいモードに入はいっちゃった！」

　カレンちゃんが言いうと、すぐさまティナちゃんが続つづける。

「反はん省せいなんてすることなし。あのママなら、だいじょうぶだよ。」

「そうそう。ここで反はん省せいしたら、せっかくあんなにがんばったのに、またもとどおりになっちゃうよ、しっかりしなさいよ、ナナミ。」

　アヤメちゃんも強つよくはげます。ナナミちゃんは、かすかに笑えみをうかべる。

「うん……。すぐに自じ分ぶんが悪わるいんだって思おもっちゃって……。だから、いつもすぐにあやまって、またなんでもママの言いいなり……。ダメだよね、それじゃ……。」

　そう言いうなり、ふっきるようにスプーンを手てにとった。

「そういえば、アヤメちゃんの家か族ぞくって、どんなご家か族ぞくなんですか？　まったく、家いえのこと話はなさないですよね～。」

　カレンちゃんがアヤメちゃんにたずねる。

「べつに、とくに言いうこともないし。まあ、強しいて言いうなら、父とうさんがうざい、がんこ、わがまま、自じ己こ中ちゅう！」

　アヤメちゃんが声こえをはり上あげる。

「す、すごそうですね……。」

　あまりの迫はく力りょくに、カレンちゃんがたじろぐ。

「食たべたいものも、見みたい番ばん組ぐみも、お風ふ呂ろの順じゅん番ばんも、聴ききたい曲きょくも、ぜんぶ自じ分ぶんがきめちゃって、家か族ぞくはそれにしたがうだけ。」

「ええ!?　アヤメがだまって、したがう!?　想そう像ぞうがつかねえ。」

　リョウマ君くんがおどろいて、声こえをあげる。

「言いいかえそうものなら、百倍ばいがえしで、ねじふせられる。」

　すごむように、アヤメちゃんが言いう。ただならぬ迫はく力りょくに、リョウマ君くんはおされぎみだ。

「す、すげえな……。あれ、でも、毎まい年とし、商しょう店てん街がいの祭まつりでみこしの先せん頭とうきってるの、アヤメの父とうちゃんなんだろ？　ぼうず頭あたまの。」

「な、なんで!?　いや、ち、ちがうわよ！」

　あせったように、アヤメちゃんは否ひ定ていする。

「いや、そうだよ。今こ年としの祭まつりのとき、リョウマとおれが商しょう店てん街がいを歩あるいていて、たまたまアヤメちゃんが祭まつり半はんてんを着きてる、おやじさんっぽい人ひとと言いいあらそってるところ、見みたし。」

　コウヘイ君くんはさらっと言いって、サラダのミニトマトを口くちに入いれた。

「うそっ!?」

　アヤメちゃんが顔かおを真まっ赤かにして、コウヘイ君くんとリョウマ君くんを見みる。

「べつに、かくすことでもないじゃん。」

　コウヘイ君くんがたんたんとつっこむ。

「だって、あんなのが父ちち親おやって知しられると、こまる。いつもケンカごしで、まわりから、こわがられてるんだから。」

　アヤメちゃんは顔かおをしかめた。

「まあまあ、そう言いうなって。家か族ぞくとケンカできるって、あこがれるぜ。」

　明あかるく笑わらって、リョウマ君くんが言いった。

「えっ？　リョウマ君くんちはそういうの、ないの？」

　カレンちゃんがむじゃきに聞きいた。

「おれには、両りょう親しんがいないんだよなあ。だから、もともと養よう護ご施し設せつにいて、今いまのじいちゃんとばあちゃんに引ひきとられた。二人ふたりとも、おれには、すげえやさしいからなあ。まあ、気きをつかい合あってるっていえば、そうかもだけど。」

「え!?」

　アヤメちゃんが身みを乗のり出だす。

「養よう護ご施し設せつ……？」

　おどろいたことをごまかすように、すぐに声こえのトーンを下さげた。

「ああ、言いってなかったっけ？」

「はい。はじめて聞ききました。」

　カレンちゃんが目めを丸まるくして、リョウマ君くんを見みる。ナナミちゃんはハヤシライスをのどにつまらせ、あわてて水みずを飲のんだ。

「えーっ、そんなにおどろかないでくれよ。おれ、ぜんぜん平へい気きだし。べつに強つよがりじゃねえぞ。みんなだって、それぞれ家か族ぞくにいろいろあるのと同おなじ。おれんちはそういうこと。ただそれだけだから。」

　リョウマ君くんは笑わらいながら言いったけれど、みんなはしばらくシーンとしてしまった。

　それからまた、みんなの話わ題だいは、ナナミちゃんのお母かあさんの話はなしにもどっていき、八時じすぎに『夜よるカフェ　中ちゅう学がく生せいナイト』は終おわった。時じ間かんによゆうのあるメンバーが残のこって、カフェのあとかたづけをはじめようとしたとき、先さきに帰かえったはずのリョウマ君くんが、すぐにもどってくる。

「なあ。外そとに、へんな箱はこが置おいてあるんだけど、入いれわすれか？」

　そう言いって、手てまねきをした。いそいで外そとへ出でると、家いえの前まえにあるポストの下したに、段だんボール箱ばこが置おいてある。

「え？　これ!?　宅たく配はい便びん屋やさんが置おいてったとか？」

「そんなわけ、ねえだろ。」

　リョウマ君くんと二人ふたりで、おそるおそる箱はこをのぞいた。

「うそっ！」

　箱はこの中なかには、トラよりも少すこし小ちいさい、グレーの子こ猫ねこ三匹びきがいて、きょとんとこちらを見みつめていた。
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8　クレーム







「えっ、また捨すて猫ねこかよ。」

　リョウマ君くんがあきれたように言いう。

「なんで、うちの前まえに……。」

　もんくを言いいそうになったのをリョウマ君くんは見みのがさず、

「とりあえず、中なかに運はこんで、愛あい子こさんに相そう談だんしようぜ。」

と、猫ねこが入はいった段だんボール箱ばこをそっと持もちあげ、しずかにカフェの中なかへ運はこんだ。

　カフェの中なかにもどると、中なかでかたづけをしていたみんなも、三匹びきのグレーの子こ猫ねこを見みて、おどろいた。

「ここで引ひきとってくれってこと？」

　ティナちゃんがまゆをよせる。

「ここじゃあ、飼かえないのに……。でも、このままにしておくわけには、いかないし……。」

　いそいで、仕し事ごと場ばにいた愛あい子こさんと早さ紀きちゃんをよんでくる。

「まだ子こ猫ねこちゃんじゃない。だいじょうぶ？　ケガはない？」

　愛あい子こさんが、いちばん手て前まえにいた子こ猫ねこをだきあげる。それを見みて、リョウマ君くんとあたしも、残のこりの二匹ひきの猫ねこをだきあげた。

「見みたところ、とくに、ケガはしてなさそう。病びょう気きとかはわからないけれど……。」

　あたしは子こ猫ねこの体からだを注ちゅう意い深ぶかく見みた。

「ここに来きたときのトラよりも小ちいさいから、生うまれて一か月げつちょっとくらいかなあ？」

　ナナミちゃんが子こ猫ねこの頭あたまをなでる。子こ猫ねこはまったく、いやがらない。

「トラとちがって、おまえたち、ずいぶん人ひとになれてんなあ。」

　リョウマ君くんが子こ猫ねこに話はなしかける。

「こまったわねえ。今いままで、こんなことはなかったのに。」

　愛あい子こさんが心しん配ぱいそうな顔かおで、首くびをかしげた。

「トラがいるから、ほかの猫ねこもあずかってもらえる、と思おもわれちゃったのかな？」

　早さ紀きちゃんが、愛あい子こさんがだっこしている子こ猫ねこの顔かおをのぞきこんで言いった。

「ここなら、捨すて猫ねこを保ほ護ごしてもらえるって、かんちがいされたってことっすか!?　そんなん、身み勝がっ手てすぎっすよ。」

　リョウマ君くんが、はき捨すてるように言いった。

「うちで飼かえるものなら、飼かいたいけれど……。そうもいかないしねえ……。」

　子こ猫ねこを見みつめながら、愛あい子こさんは悲かなしそうな顔かおをする。

「あの、ごめんなさい……。」

　とつぜん、ナナミちゃんがあやまった。

「あら、ナナミちゃんがあやまることじゃないわ。」

　愛あい子こさんがすぐに反はん応のうする。

「でも、もともと、わたしが、おしかけちゃったから……。」

「そんなこと、気きにしないで。トラちゃんもナナミちゃんも、だいじなお客きゃく様さまなんだから。ただ、カフェがあるし、なかなか自じ由ゆうにさせてあげられなくてねえ……。」

　愛あい子こさんになでられながら、子こ猫ねこは大おおきな目めで、あたりを見みまわしている。

　ごめんね、ここでは飼かってあげられないの……。あたしは心こころの中なかであやまる。

「とにかく、ちゃんと責せき任にんを持もって、かわいがってくれる飼かい主ぬしさんをさがしてあげなきゃね。それまでは、うちであずかることにしましょう。」

　愛あい子こさんは、子こ猫ねこを段だんボール箱ばこにもどしながら、みんなに言いった。

「あ、わたし、猫ねこたちの写しゃ真しんを撮とって、チラシを作つくります。」

　早さ紀きちゃんが手てをあげると、すぐにリョウマ君くんも手てをあげた。

「おれも、じいちゃんや仲なか間まにあたってみる。」

「じゃあ、わたしも〝ツイッター〟で投とう稿こうとか、してもいいですか？」

　カレンちゃんが小ちいさく手てをあげる。

「そうね。お願ねがいしてもいい？　あ、それと、『三さん丁ちょう目めカフェでは、猫ねこのあずかりはしていません』っていうことも、ちゃんと書かいてもらっていいかしら。」

　そう言いって、愛あい子こさんはレジの横よこからメモ用よう紙しをとり、チラシや〝ツイッター〟に書かく内ない容ようを書かきはじめた。

「ナナミちゃんみたいに、猫ねこちゃんたちをだいじに思おもってくれる人ひとを、みんなでさがしましょう。わたしたちが、この子こたちにしてあげられることは、そこだわ。」

　自じ分ぶんに言いいきかせるように、愛あい子こさんが言いった。

「そうだ！」

　あたしはハッと声こえをあげる。

「ティナちゃんと、リツさんの大だい学がくの学がく園えん祭さいに行いったときに、動どう物ぶつ愛あい護ごサークルのポスターがあったの。あそこにたのんでみたら、どうかな。」

「うん。それ、可か能のう性せいあるかもな。」

　リョウマ君くんがポンと手てを打うった。

　愛あい子こさんと早さ紀きちゃんが、仕し事ごと部べ屋やにもどろうとしたとき、愛あい子こさんがなにかを思おもい出だしたかのように、くるっとふりかえって、ナナミちゃんを見みた。

「ところで、ナナミちゃん！　その髪かみ型がたはどうしたの!?」

「え!?　愛あい子こさん、今いま、気きづいたの!?」

　リョウマ君くんが笑わらいだす。

「猫ねこちゃんのことで頭あたまがいっぱいだったから。違い和わ感かんはあったのよ。たしかに、あら？　とは感かんじていたんだけど。」

「さっき、自じ分ぶんで切きっちゃいました……。」

　ナナミちゃんが、はにかんで笑わらう。

「まあ！　自じ分ぶんで!?」

　おどろく愛あい子こさんの目めが、らんらんとかがやいている。

「それが、すごかったの！　さっきねー。」

　それから、あたしたちは愛あい子こさんと早さ紀きちゃんに、きょう『夜よるカフェ』でおこったことを説せつ明めいした。

「ナナミちゃん、すごいじゃない！」

　愛あい子こさんがうれしそうな顔かおで、ナナミちゃんを見みてほほえんだ。

「あ、おこられちゃうかと思おもった……。」

　ナナミちゃんは目めにうかんだ涙なみだをこらえながら、笑わらってうなずいた。

「短みじかいのも、よくにあうねえ～。そうだ！　わたし、ちゃんとそろえてあげる。」

　早さ紀きちゃんが手てをあげた。

「あっ、それがいいわ。早さ紀きちゃんは美び容よう師しを目め指ざしていたころもあったから、うでまえはたしかよ。」

　愛あい子こさんが、早さ紀きちゃんの肩かたに手てを置おく。

「友ともだちの髪かみも、いまでも切きってあげてるから、うではなまってないよ～。」

「わあ！　よろしくお願ねがいしますっ。」

　ナナミちゃんが大おおきな声こえで、おじぎをした。

　大おおきなビニール袋ぶくろをマントのように肩かたにまいたナナミちゃんを、カフェのはしの席せきにすわらせると、ハサミを持もった早さ紀きちゃんが後うしろに立たった。

「お客きゃく様さま、なにか、ご希き望ぼうのヘアスタイルはございますか～？」

　早さ紀きちゃんが美び容よう師しさんみたいに話はなしかける。

「ショートヘアがいいですっ。」

　ナナミちゃんは即そく答とうした。はっきりと答こたえるナナミちゃんに、いつものおどおどした感かんじはなく、思おもいの強つよさを感かんじる。

「かしこまりました～！」

　早さ紀きちゃんはにんまり笑わらって、そでをまくりあげると、髪かみの毛けにハサミを入いれた。

　愛あい子こさんが言いうとおり、早さ紀きちゃんのうでまえはたしかで、なれた手てつきでバッサバッサと髪かみの毛けを切きっていく。

　ナナミちゃんは、どんどんゆかに切きりおとされていく髪かみの毛けを、楽たのしそうに見みていた。

　まわりでカフェのかたづけをしているあたしたちも、ついつい立たち止どまって、様よう子すをうかがう。

　かたづけが終おわったころ、ナナミちゃんの髪かみの毛けも切きり終おわった。

　ベリーショートになったナナミちゃんは、ちょっぴりボーイッシュで、だけど女おんなの子こらしいやわらかさもあって、とってもかわいい。もともと、どんな髪かみ型がたをしていたのか思おもい出だせないくらい、ナナミちゃんによくにあっていた。




　みんなが帰かえっていったあと、あたしとナナミちゃんは二人ふたりで、愛あい子こさんが仕し事ごと部べ屋やから出だしてくれた大おおきな段だんボール箱ばこで、三匹びきの子こ猫ねこたち用ようのおうちを作つくった。

　トラが最さい初しょにうちに来きたときのように、リビングのソファの横よこにおうちを置おく。昼ひる間まは窓まどからのあたたかい日ひざしがとどく場ば所しょだ。小ちいさな段だんボール箱ばこから、少すこし広ひろい新あたらしいおうちにうつり、子こ猫ねこたちはせわしなく、中なかを動うごきまわった。

　その日ひの夜よ中なかのこと、あたしはけたたましい猫ねこたちの鳴なき声ごえで、目めがさめた。耳みみをすませると、一匹ぴきではなく、数すう匹ひきで鳴ないているのがわかる。

　しずかにろうかへ出でて、階かい段だんの前まえまで行いくと、ナナミちゃんの部へ屋やのドアが小ちいさく開あいた。

「ハナビちゃん？」

　ねむそうな顔かおのナナミちゃんが顔かおを出だす。

　部へ屋やの中なかからは、トラの鳴なき声ごえがもれてくる。

「子こ猫ねこちゃんたちの夜よ鳴なきに反はん応のうして、トラまで鳴なきだしちゃったの。」

　ナナミちゃんが、ねむそうに目めをこすりながら言いった。

「そうだったんだ。ちょっと猫ねこたちの様よう子すを見みてくるね。」

「わたしも、行いく。」

　二人ふたりで一階かいのリビングに行いくと、新あたらしいおうちの中なかで、三匹びきの猫ねこたちが大おおきな声こえで鳴ないていた。二階かいで鳴ないているトラの声こえも、ここまで聞きこえてくる。仕し事ごとでつかれている愛あい子こさんが、起おきてしまわないかが心しん配ぱいだ。

「どうしたの？　さびしかった？」

　話はなしかけても、子こ猫ねこの頭あたまをなでても、あたしの声こえをかきけすくらい、大おおきな声こえで鳴なきつづける。その鳴なき声ごえは、まるで遠とおぼえのような、ニャオーーーッという声こえで、はじめてこんな鳴なき声ごえを聞きいたあたしには、どうなだめていいのか、さっぱりわからない。

「ナナミちゃん、こういうときって、どうすればいいのかな？」

「お腹なかがすいているのかもしれない。あとは、トイレがよごれているとか、不ふ安あんで鳴ないちゃう場ば合あいもあるみたい。」

「じゃあ、あたしはトイレのそうじをするから、ナナミちゃんに、ごはんをお願ねがいしてもいい？」

「うん。」

　ナナミちゃんと二ふた手てにわかれ、あたしはすぐにトイレそうじをはじめた。

「今いま、キレイにするからねえ。ちょっと待まってね。」

　あちこちにオシッコがしてある新しん聞ぶん紙しを、新あたらしいものにかえていく。おうちの中なかはだいたいキレイになったけれど、残ざん念ねんながら、猫ねこたちは見み向むきもせずに鳴なきつづけている。

「ハナビちゃん、お待またせっ。」

　お湯ゆでふやけたエサを持もって、ナナミちゃんが小こ走ばしりで、キッチンからもどってきた。

「まだ少すこしだけ熱あついから、ちょっと待まっててね。」

　ナナミちゃんができたてのエサを冷さましてから、猫ねこたちの目めの前まえに置おいた。けれど、子こ猫ねこたちは、鼻はなでくんっとにおいをかいだだけで、またすぐに鳴なきだした。

「あ～、これもちがうんだ。あとは……。」

　あたしは言いいながら、ナナミちゃんの顔かおを見みる。

「だっこして、安あん心しんさせてあげる！」

「オッケー！」

　ナナミちゃんにぐっと、親おや指ゆびを立たててみせた。二人ふたりで、おうちの中なかから子こ猫ねこをだきあげ、のどもとをなでたり、声こえをかけたりしていると、鳴なき声ごえのトーンはだんだん落おち着ついてきた。おお、いい感かんじ！
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　あたしのうでの中なかにいる子こ猫ねこは、すっかり鳴なきやんで落おち着ついている。でも、このまま手てからはなれたら、また鳴なきだしちゃうかもしれない。ふいに、湯ゆたんぽの上うえにのって、おとなしくすわっていたトラの姿すがたを思おもい出だした。そうだ！

　あたしはいちど子こ猫ねこをおろすと、キッチンへ向むかった。

　湯ゆたんぽを用よう意いし、トラのときみたいにタオルでまいて、ベッドを作つくった。その上うえに子こ猫ねこをのせてあげると、おとなしくすわっている。

「そっかぁ、安あん心しんする場ば所しょを作つくってあげれば、いいんだ。」

　ナナミちゃんは声こえをはずませ、だっこしていた子こ猫ねこを湯ゆたんぽの上うえにのせた。おうちの中なかで、うろうろ歩あるきまわっている残のこりの一匹ぴきのとなりに、愛あい子こさんがくれた猫ねこ用ようのタオルや、ミニクッションをつみあげ、中なかにもぐりこめるようなトンネルを作つくった。

　子こ猫ねこはトンネルにもぐろうとはしなかったけれど、かべとクッションのあいだにできた、細ほそいすきまにもぐりこんだ。

　落おち着ついてくれたのか、ただ鳴なきつかれて、ねむくなったのかはわからないけれど、三匹びきともそれぞれの場ば所しょで、しずかにねむりについている。

『よかったあ～。』

　声こえには出ださず、口くちパクでナナミちゃんに伝つたえると、ナナミちゃんも同おなじように返かえした。そっとその場ばをはなれ、二人ふたりとも二階かいに上あがる。

　ナナミちゃんの部へ屋やをのぞくと、トラも鳴なくのをやめ、ケージの中なかですわって、あたしたちを見みつめていた。

　ナナミちゃんがケージに近ちかよると、トラが立たち上あがって歩あゆみよってくる。そんなトラを、ナナミちゃんがだきあげる。

「トラは、すっかりナナミちゃんに、心こころをゆるしたみたいだね。」

　あたしはケージの前まえにしゃがんだ。

「ハナビちゃんにもね。」

　そうほほえんで、ナナミちゃんがゆっくりと、トラをあたしの前まえに近ちかづけた。

「えっ……、そうかなあ。」

　あたしはおそるおそる両りょう手てを出だして、トラに問といかける。トラはブスッとした表ひょう情じょうだけど、だまって、あたしにだっこさせてくれた。あたしは足あしをのばして、トラをひざの上うえにのせた。

「トラァ～。そうだよね。前まえはだっこなんて、夢ゆめのまた夢ゆめかと思おもってたもん……。」

　トラはあたしにおしりを向むけて、ひざの上うえでおとなしく、すわっている。

「ね～。トラ、こっち向むいてよ～。」

　話はなしかけても、トラはあしらうように、しっぽを動うごかすだけだ。でも、だっこさせてくれるようになった。それだけでも、うれしい。

「すごいね、猫ねこって。人ひとの気き持もちがちゃんとわかるんだね。きょう、ナナミちゃんのお母かあさんが来きたときだって、トラがナナミちゃんを守まもろうとしていたし。ねー、トラ？」

　トラはふりむきもせず、耳みみだけはアンテナのように、ぴくっと動うごかす。

「そうなの。すっごくうれしかった。おばあちゃんちでかっていたトラにも、わたし、はげましてもらってたんだ。」

　窓まどからさしこむ月つき明あかりの中なかで、ナナミちゃんは、トラを見みつめて、にっこりほほえむ。

「それなのに、わたし、なにもしてあげられなかったの。」

「えっ、ナナミちゃんが!?　信しんじられない……。」

「あのころはそうだったの。トラが病びょう気きになったとき、もう長ながくはないかもって、おばあちゃんが電でん話わしてくれたのに、行いけなかった。ううん、行いかなかったの……。ママに『今こん度ど行いきましょう。』って言いわれて、あきらめちゃったの。ほんとうは、すぐにでも行いきたかったのに……。それから二ふつ日か後ごくらいに、トラは死しんじゃって、会あえなかった……。」

　ナナミちゃんがことばをつまらせる。

「なんであのとき、行いきたいって言いえなかったんだろうって、今いまでもくやしい。最さい後ごに、ひと目めだけでも、会あえたかもしれないのに。

　ママが言いうことには、さからっちゃいけないって思おもってたから。トラにちゃんとお礼れいを言いいたかった。はげましてくれて、ありがとうって言いいたかったのに……。」

　ナナミちゃんの目めから、ポロポロと涙なみだがこぼれる。

　あたしは、だまったまま、ナナミちゃんのうでの中なかにトラをもどした。ナナミちゃんはトラをだきしめ、顔かおをうずめた。

　いつまでも、トラといっしょにはいられない。だれも、はっきりとは口くちにしないけれど、ナナミちゃんも、わかっている。

　トラといっしょにいられる時じ間かんを包つつみこむように、ナナミちゃんはギュッと小ちいさなトラをだきしめた。




　翌よく日じつの晩ばんも、夜よ鳴なきは続つづいた。子こ猫ねこたちが鳴なきだすと、トラもいっしょに鳴なきだすという、悪あく循じゅん環かんも変かわらず……。

　けれど、『とにかく安あん心しんさせてあげる』ことを目め指ざして、だっこしたり、なでてあげたり、おうちをあたたかくしてあげると、わりと、すぐに鳴なきやむようにはなった。

　ナナミちゃんもあたしも、すっかり寝ね不ぶ足そくだけれど、日ひだまりの中なか、気き持もちよさそうに昼ひる寝ねをしている猫ねこたちを見みると、ねむけもふきとぶ。




　早さ紀きちゃんが作つくった、里さと親おや募ぼ集しゅうのチラシが、カフェにはり出だされて四よっ日か目めの日にち曜よう日び。子こ猫ねこについて、問とい合あわせが二件けん入はいった。けれど、まだ引ひきとりたいという人ひとはいない。

　カフェの閉へい店てん後ご、あたしとナナミちゃんと愛あい子こさんの三人にんで、かたづけをしていると、カフェのドアが開あき、見み知しらぬおばさんが二人ふたり、入はいってきた。

「あ、すみません。もう閉へい店てんしてしまって。」

　あたしが二人ふたりに話はなしかけると、

「ここの責せき任にん者しゃ、いらっしゃる？」

　メガネをかけた声こえの低ひくいおばさんが、ぐいぐいおくに入はいってきた。

「あ、あのっ。」

　おばさんたちのいきおいにおされ、あたしはカウンター席せきまであとずさりする。

「ここのオーナーの宮みや沢ざわと申もうしますが、どうされました？」

　愛あい子こさんがすぐに、キッチンから出でてきた。おばさんたちは冷つめたい視し線せんで、愛あい子こさんを頭あたまの上うえから足あしもとまで見みおろす。

「裏うらのマンションに住すんでいるものですけどね。最さい近きん、おたくで飼かっている猫ねこの夜よ鳴なきがうるさくて、迷めい惑わくしているんですよ。」

　メガネをかけたおばさんが、眉み間けんにしわをよせて言いった。

「うちには、受じゅ験けんをひかえた息むす子こがいるんですけど、勉べん強きょうに集しゅう中ちゅうできないって、こまってるのよ。もう十一月がつで、だいじな時じ期きなのにっ。」

　後うしろにいた背せの低ひくいおばさんが、早はや口くちで愛あい子こさんにせまる。

「まあ、それは……たいへん申もうしわけございません。」

　愛あい子こさんはすぐに頭あたまを下さげる。あたしもいっしょに頭あたまを下さげた。心しん臓ぞうがバクバク鳴なりだす。どうしよう。やっぱり、あの鳴なき声ごえは外そとにも聞きこえちゃっていたんだ！

　カフェのおくでテーブルをふいていたナナミちゃんは、かべに背せ中なかをくっつけて、おびえた顔かおで、こちらを見みている。

「申もうしわけないですむなら、あたしたちだって、わざわざここへ来きたりしないわよ。この問もん題だいに対たいして、おたくは、どう対たい応おうするのか!?　って、聞きいてるのよっ。」

　メガネのおばさんの、冷ひややかな目めがこわくて、あたしは思おもわず視し線せんをそらし、愛あい子こさんを見みた。

「ただ、こちらのほうも、こまっているんです。猫ねこは意い図としてかったわけではなく、家いえの前まえに捨すてられていた子こたちを一いち時じ、あずかっているだけです。今いま、里さと親おやになってくれる方かたをさがしている最さい中ちゅうなので、もう少すこしお時じ間かんをいただけたら。」

　愛あい子こさんは、おばさんたちのいきおいに、のまれることもなく、説せつ明めいして聞きかせる。

「見みつかるまでって、いつ見みつかるのよ！　そんな、ゆうちょうなことを言いっているひまはないの。息むす子こは受じゅ験けん生せいなのよ。今こん晩ばんからでも、夜よ鳴なきをやめさせてちょうだいっ。」

　早はや口くちのおばさんが、愛あい子こさんをにらんで言いった。

「鳴なき声ごえにかんしては、もちろん対たい策さくはしてきたつもりです。ただ、相あい手ては物ものではなく、生いき物ものなので。」

　愛あい子こさんは一いっ歩ぽも引ひかずに、きちっと答こたえる。そんな愛あい子こさんを、うでをくんでずっと見みていたメガネのおばさんが、すぐに口くちをはさむ。

「ほんとうに、対たい応おうする気きがあるのかしら？　だいたい、おたくには、猫ねこだけじゃなく、なにかと迷めい惑わくをかけられているんですよ。

　子こどもの〝なんちゃらカフェ〟でしたっけ？　毎まい週しゅう、毎まい週しゅう、子こどもの声こえがギャンギャンうるさくて。改かい善ぜんするのかと思おもいきや、今こん度どは猫ねこまで。

　この前まえこのカフェに来きた方かたが、ゆっくりお茶ちゃしようって思おもっていたのに、とつぜん猫ねこがあばれはじめて、びっくりしたって。おまけに飲のんでいたコーヒーカップに猫ねこの毛けまで入はいってたっていうじゃない。少すこしは、まわりの迷めい惑わくも考かんがえてちょうだいっ！」

「そうよ。前まえからＳエスＮエヌＳエスでずいぶん、たたかれていたじゃない。夜よな夜よな、子こどもたちを集あつめて、いったい、なにをしているか、わかったもんじゃないわ。」

　早はや口くちのおばさんがつけくわえる。

「あたしたち、森もり中ちゅうのＰピーＴティーＡエーの役やく員いんをやっているんですけれどね、保ほ護ご者しゃのあいだでも問もん題だいになっているんですよ。子こどもたちのたまり場ばになっているって。

　ほかのみなさんは、言いいたくても、がまんしてだまっていらっしゃるだけなのよ。もし対たい応おうしてもらえないようなら、署しょ名めいを集あつめて、また来きますんで。」

　メガネのおくから冷れい淡たんな目めで愛あい子こさんをにらむと、そのまま背せを向むけて歩あるきはじめた。

「早はやく対たい処しょしてちょうだいよっ。」

　早はや口くちのおばさんが言いいくわえ、二人ふたりでカフェを出でていった。

　愛あい子こさんは二人ふたりが出でていくまで、頭あたまを下さげつづけた。そんな愛あい子こさんの姿すがたを見みていると、悲かなしくて、くやしい。

「愛あい子こさん、ごめんなさいっ。」

　あたしがかけよると、ナナミちゃんも走はしってくる。

「ハナビがあやまることじゃないわ。ナナミちゃんもね。」

　愛あい子こさんは安あん心しんさせるように、ほほえみかける。

「なるべく早はやく、飼かい主ぬしを見みつけてあげましょうね。」

　愛あい子こさんはしずかに言いうと、ナナミちゃんの肩かたに手てを置おき、キッチンへもどっていった。ナナミちゃんはなにも言いわずに、うつむいた。





9　里さと親おや







　その日ひの夜よ中なか、子こ猫ねこたちはまた鳴なきはじめた。おばさんたちのクレームを思おもい出だし、ナナミちゃんといっしょに、必ひっ死しで世せ話わをする。

　子こ猫ねこたちもきっと、不ふ安あんでたまらないんだろう。だって、もとの飼かい主ぬしに捨すてられて、この先さきのことだって、どうなるのかわからないんだもん。




　カフェに〝里さと親おや募ぼ集しゅう〟のチラシをはり出だしてから五いつ日か目め。学がっ校こうから帰かえるとすぐ、カフェにいる愛あい子こさんに、里さと親おやさんは見みつかったかと聞きいたけれど、

「生いき物ものを飼かうのは大たい変へんなことだから、あせらずに待まちましょ。」

と、答こたえが返かえってきた。

　五時じになってカフェが閉へい店てんしたころ、ナナミちゃんが学がっ校こうから帰かえってくる姿すがたが、窓まどから見みえた。愛あい子こさんがキッチンの窓まどを開あけ、ナナミちゃんをよびとめる。

「おかえり、ナナミちゃん。ちょっといいかしら？」

「……はい。」

　ナナミちゃんは、すぐになにかを察さっしたのか、緊きん張ちょうした顔かおでカフェに入はいってくる。

「どうぞ、すわって。」

　愛あい子こさんが中ちゅう央おうにある大おおきなテーブル席せきにすわると、ナナミちゃんも、向むかいの席せきにすわった。キッチンでかたづけをしながら、あたしは耳みみをすませる。

「ちょっと前まえにナナミちゃんのお母かあさんから、電でん話わがあったの。」

「……はい。」

　ナナミちゃんは愛あい子こさんの表ひょう情じょうから、電でん話わの内ない容ようをさぐるように、じっと見みつめる。

「昼ひる間ま、ナナミちゃんのおばあちゃんが、おうちの中なかで転ころんでしまって……。」

「えっ!?」

　ナナミちゃんがおどろいて、声こえをもらす。

「だいじにはいたらなかったみたいで、お元げん気きらしいんだけど、右みぎ手てを骨こっ折せつしてしまったみたいなの。利きき手ての右みぎ手てがしばらく使つかえない状じょう態たいだから、ケガが治なおるまでのあいだ、おばあちゃん、ナナミちゃんのおうちで、いっしょに暮くらすことになったそうよ。」

「そうだったんですか……。」

　ナナミちゃんの表ひょう情じょうが、どんどんこわばっていく。

「お母かあさんは仕し事ごとを何なん日にちか休やすまれて、介かい助じょされるみたいなんだけど、そうそう長ながく休やすんでいられないから、ナナミちゃんが帰かえってきてくれるとすごく助たすかるって、相そう談だんがあったの。」

　愛あい子こさんは、ナナミちゃんの様よう子すをうかがいながら、ゆっくり話はなした。

「…………」

　ナナミちゃんは、しばらくだまっていたけれど、ふりしぼるような声こえで、つぶやいた。

「でも……。帰かえりたくない……。」

　だまったまま、テーブルの上うえに置おいた手てを、ギュッとにぎりしめる。

「ゆっくり考かんがえてみて。わたしからも、もう少すこしだけ時じ間かんをくださいって、お願ねがいしておくから。」

「はい……。」

　愛あい子こさんは話はなし終おえると、キッチンにもどった。ナナミちゃんはゆっくり立たち上あがると、

「着きがえてきます。」

　と、ぽつりと言いい、重おもい足あしどりでカフェを出でていった。




　それからのナナミちゃんは、元げん気きがない。ナナミちゃんの気き持もちは、あたしにもわかる。おばあちゃんのことは心しん配ぱいだけれど、家いえに帰かえって、お母かあさんといっしょに暮くらしていたら、きっともとの自じ分ぶんにもどってしまう。せっかくぬけ出だして、変かわりはじめたのに……。

　考かんがえる時じ間かんはもらえたけれど、帰かえらなきゃいけないリミットが、前まえよりはっきりと見みえてしまったナナミちゃんは、よりいっそう里さと親おやさがしに真しん剣けんになった。

　カフェや愛あい子こさんちに電でん話わがかかってくるたびに、トラみたいに耳みみをぴくっとかたむける。

　電でん話わが終おわると、すぐにかけよって、「里さと親おやさん希き望ぼうの人ひと？」と必かならず聞きいている。残ざん念ねんながら、里さと親おやになりたいという連れん絡らくはなかった。

　早さ紀きちゃんやカレンちゃんが、〝ツイッター〟や〝インスタグラム〟に投とう稿こうした募ぼ集しゅうの記き事じに、〝いいね〟はたくさんついたけれど、実じっ際さいに飼かいたい、という人ひとはまだいない。

　あたしも里さと親おやさんをさがそうと、トラや子こ猫ねこたちのかわいい写しゃ真しんを何なん枚まいも撮とって、毎まい日にち、〝ツイッター〟に投とう稿こうしている。けれど、そもそも、ツイートを非ひ公こう開かいにしているし、友ともだちやフォロワーも少すくないから、〝いいね〟をつけてくれるのは、きまって、カレンちゃんとティナちゃん、リョウマ君くんの三人にんで、あまり効こう果かがあるように思おもえなかった。

　愛あい子こさんも言いっていたように、生いき物ものを飼かうって、大たい変へんなことだ。自じ分ぶんの思おもいどおりにならないことばかり。それを今こん回かい、トラと三匹びきの子こ猫ねこたちに教おそわった。

　そんな大たい変へんさも受うけとめて、トラたちをかわいがってくれる人ひとに出で会あいたい。

「〝早はやく見みつける〟っていうのは、ちょっとだけ置おいといて、とにかく、いい里さと親おやさんと出で会あえるように。それだけを考かんがえよう！」

　あたしは自じ分ぶんにも言いいきかせるように、肩かたを落おとすナナミちゃんに言いった。




　水すい曜よう日び、『夜よるカフェ　小しょう学がく生せいナイト』の買かい出だしをして、ナナミちゃんとカフェにもどると、愛あい子こさんが電でん話わをしている最さい中ちゅうだった。

　カフェで準じゅん備びをしていたティナちゃんとカレンちゃんが、愛あい子こさんの横よこに立たって、ニコニコしながらこちらを見みている。

　愛あい子こさんが電でん話わを終おえると、

「どうだった!?」

　ティナちゃんがすぐにつめよっていく。

「ひとり、里さと親おやになりたいっていう方かたから連れん絡らくをいただいたわ。」

　愛あい子こさんが明あかるい声こえでみんなに報ほう告こくした。

「ほんと!?」

　ナナミちゃんがよろこびの声こえをあげて、かけよる。

「どんな人ひと!?」

　あたしも愛あい子こさんにつめよった。

「よく、ここに来きてくれる常じょう連れんさんよ。とても感かんじのいい年ねん配ぱいの女じょ性せいで、娘むすめさんが去きょ年ねん、結けっ婚こんして家いえを出でていかれたから、新あたらしく猫ねこを飼かおうって、思おもっていたんですって。だから、とってもよろこんでいらしたわ。」

「夜よ鳴なきのことも言いった？」

　少すこしドキドキしながら聞きくと、

「ええ。昔むかし、飼かっていた猫ねこもすごかったから、だいじょうぶですって。」

「よかったあ。」

　ほっと、胸むねをなでおろすあたしの横よこで、

「あの、ほしい猫ねこは、どの猫ねこ……？」

　ナナミちゃんが緊きん張ちょうした顔かおで聞きいた。

「グレーの子こ猫ねこちゃんよ。」

「そうですか……。」

　少すこし残ざん念ねんそうな顔かおで、ナナミちゃんは答こたえる。

「昔むかし、同おなじ色いろの猫ねこを飼かっていたことがあるんですって。きょう、午ご前ぜん中ちゅうにお店みせにいらしたときに、三匹びきに実じっ際さい、会あってもらったの。明あ日すの夕ゆう方がた、引ひきとりにこられるわ。」

　愛あい子こさんはそう言いって、かべにはってあるチラシの中なかで、里さと親おやがきまった子こ猫ねこの写しゃ真しんの下したに、『決けっ定ていしました！』と書かきくわえた。

　翌よく日じつ、あたしが学がっ校こうから帰かえると、年ねん配ぱいの女じょ性せいが、猫ねこ用ようの小ちいさなケージを持もってむかえにきたところだった。学がっ校こうが少すこし遠とおいナナミちゃんは、まだ帰かえってこられない。

「飼かえるものなら、兄きょう弟だいそろって飼かってあげたかったけど、ごめんなさいね。」

　年ねん配ぱいの女じょ性せいは申もうしわけなさそうに、残のこった二匹ひきの子こ猫ねこに声こえをかけた。

　ケージに入いれられた子こ猫ねこは、最さい初しょはおどおどしながら、においをかいでいたけれど、いつのまにか、目めをキョロッとさせて、落おち着ついた様よう子すを見みせた。

　グレーの子こ猫ねこのうちの一匹ぴきが引ひきとられ、二匹ひきになった段だんボール箱ばこのおうちは、少すこしさびしい感かんじがした。ううん、いいんだ。早はやくこの子こたちにも、あんなふうによろこんでくれる里さと親おやさんに出で会あわせてあげたい。祈いのるような思おもいで、あたしは子こ猫ねこの頭あたまをなでた。




　その日ひの夕ゆう方がた、ナナミちゃんと二人ふたりで、トラのケージのそうじをしていると、ティナちゃんが部へ屋やに入はいってきた。

「ハナビ～、ナナミ～！　いいニュース！　さっきね、リツさんから返へん事じが届とどいて、大だい学がくの動どう物ぶつ愛あい護ごサークルの人ひとが、二匹ひきなら引ひきとってくれるって！」

　大おおきな声こえで報ほう告こくした。

「よかったあ。ね、ナナミちゃん。」

　あたしはとなりにいるナナミちゃんに、話はなしかける。

「サークルの人ひとの知しり合あいに、大おおきな動どう物ぶつ保ほ護ご団だん体たいを運うん営えいしている人ひとがいるんだって。信しん用ようのあるネットワークだから、猫ねこをさがしにくる人ひともたくさんいるし、運うん営えい側がわも、ちゃんとした里さと親おやさんをさがしてくれるだろうって、リツさんが言いってたわ。」

　ティナちゃんがうれしそうに、ＬＩＮＥラインを読よみ上あげる。

「ティナちゃん、ありがとう。そんなすごいところに、かけ合あってくれて。」

　ていねいに、ナナミちゃんがおじぎをする。

「だけどね、今いま、猫ねこのシェルターがいっぱいで、サークルで引ひきとれる猫ねこは、二匹ひきまでみたいなの。トラは、どうする？」

　ティナちゃんがまじめな顔かおで、ナナミちゃんに聞きいた。

「ト、トラは……。」

　こまった顔かおで、ナナミちゃんはつぶやく。ナナミちゃんの視し線せんの先さきには、部へ屋やの中なかを、のんびり歩あるくトラがいる。

「トラは、もう少すこし待まとう。だって、里さと親おやさんには、直ちょく接せつとどけたいよね？」

　あたしはナナミちゃんの顔かおをのぞいた。

「うん。」

「とりあえずグレーの子こ猫ねこ二匹ひきをお願ねがいしたいって、連れん絡らくしてもらえるかな？」

　ティナちゃんを見みて、あたしはお願ねがいした。

「オッケー。じゃあ、そう伝つたえておくわね。」

「ティナちゃん、ありがとう。」

　ナナミちゃんがもういちど、お礼れいを言いった。

「わたしじゃなくてリツさんがつないでくれたの。週しゅう末まつに、サークルの人ひとが、ここへむかえにきてくれるんだって。」

　ティナちゃんがほほえんだ。

「もしかして……、リツさんって、ティナちゃんの彼かれ氏しさんなの？」

　ナナミちゃんは、無む邪じゃ気きにおどろく。

「ちっ、ちがうわよっ！　そんなんじゃないから！　それよりナナミ、しっかりね！」

　ティナちゃんは、はげますように言いって、そのまま帰かえっていった。

　ケージのそうじが終おわって、トラをもどそうとしたとき、

「ハナビちゃんはいいなあ……。ずっとここにいられて。」

　ケージの前まえにすわりこんだナナミちゃんが、ぽつりとつぶやいた。

「うん……。」

「わたし、家いえに帰かえりたくない。ここにいたいっ。」

　ふるえる声こえで、ナナミちゃんが言いう。

「ナナミちゃん……。」

　ナナミちゃんの気き持もちがいたいほどわかる。

「ハナビちゃんは、家いえに帰かえれって、言いわれないの？」

「もちろん言いわれたよ。あたしも、去きょ年ねん、愛あい子こさんが病びょう気きにならなければ、帰かえらなきゃいけなかったんだ。」

　真しん剣けんな顔かおで聞きくナナミちゃんのとなりに、あたしもすわった。

「ママがね、愛あい子こさんが退たい院いんしたあと、愛あい子こさんがひとりで暮くらすのは心しん配ぱいだからって、あたしは特とく別べつに、ここにいさせてもらえることになったの。」

「そうだったんだ。」

「うん。だから、ナナミちゃんの気き持もち、すごくよくわかるよ。帰かえって、ママたちと暮くらすと、もとの自じ分ぶんにもどっちゃう気きがするんだよね……。」

「そうなのっ。わたし、もう、ママの言いいなりになるのは、ぜったいいや！　前まえみたいに、なにも言いえない自じ分ぶんが、大だいきらい！　それに、トラのこと、捨すてちゃうようなママとなんか、いっしょにいたくないっ。」

　ナナミちゃんは断だん言げんして、きゅっとくちびるを結むすんだ。

「わかる！　あたしも、もし家いえに帰かえったら、きっと前まえみたいに、ママの顔かお色いろをうかがっちゃう気きがする。あたしね、ナナミちゃんのおかげで気きづけたんだよ。あたしもいつも、ママのきげんをうかがってたって。」

「え？　わたし……？」

「うん。あたしも、ママには言いいたいことが言いえなくて、がまんしてたの。でも、ママのことは、きらいになれないし、好すきだからこそ、よけいによろこぶ顔かおを見みたくなって、いい子こちゃんを演えんじていたのかもって、はじめて、思おもったの。」

　笑わらって言いうあたしの顔かおを、ナナミちゃんがじっと見みつめる。その目めに涙なみだがあふれてくる。

「あのね、わたし、ママがトラを捨すてちゃったとき、すごくショックだったの。なんで、捨すてちゃうんだって、ゆるせなくて、そんなことをするママが信しんじられなくて……。

　ママが大だい好すきだから、トラのことも、わかってほしかったのに……。ママのことが好すきだから、かえって悲かなしくて、くやしかったの。」

　ナナミちゃんは、ことばをつまらせながら言いった。

「でも、今いままでは、ママにはなにも、言いえなかった……。」

　ナナミちゃんは、涙なみだをそででゴシゴシ、いきおいよくぬぐうと、

「ハナビちゃん、わたし、ほんとうに思おもっていることを、ママにも言いえる自じ分ぶんになりたい。ママのことが、ほんとは大だい好すきだってことも……。」

　大おおきな声こえで言いった。その声こえに、あたしも力ちからがわいてくる。

「そうだよ、ナナミちゃん。あたしもがんばる！　いっしょに、がんばろう！」

「うん！」

　ナナミちゃんは力ちからをこめてうなずくと、

「ハナビちゃん。わたし、トラの里さと親おやさんが見みつかったら、家いえに帰かえるね。」

　にっこり笑わらって、言いった。その笑え顔がおは、今いままで見みてきたナナミちゃんの笑え顔がおのなかで、いちばん明あかるくて、たくましかった。

　いつのまにか、ケージの中なかにもどっていたトラが、笑わらい合あっているあたしたちを見みつめながら、しっぽをゆらした。




　次つぎの日ひの朝あさ、目めがさめると、リョウマ君くんから、『トラの里さと親おやになりたいっていう人ひとが見みつかった！』と、ＬＩＮＥラインがとどいていた。





10　さよなら







　その日ひの朝あさ、ナナミちゃんが学がっ校こうへ行いく前まえに、リョウマ君くんが朝あさごはんを食たべにきた。

「おれのじいちゃんが持もっている畑はたけって、何なん人にんかの仲なか間まと共きょう同どうでやってるんだけど、そのなかの、牧まき野のさんっておじさんが、猫ねこの話はなしにのってくれたんだ。

　牧まき野のさんは昔むかしから写しゃ真しん館かんをやっている人ひとでさ、もともと野の良ら猫ねこの写しゃ真しんをよく撮とってて、その写しゃ真しんがこれだよ。」

　リョウマ君くんが見みせてくれたのは、鈴すず木きさんあてに送おくられた年ねん賀が状じょうだった。塀へいの上うえで、二匹ひきの猫ねこが体からだをよせ合あって、日ひの光ひかりをあび、気き持もちよさそうに目めを細ほそめている写しゃ真しんが使つかわれていた。

「かわいいっ。」

　ナナミちゃんと声こえがかぶる。

「先せん週しゅう、里さと親おや募ぼ集しゅうのことを牧まき野のさんに話はなしたんだけど、今け朝さ、畑はたけで会あったときに、飼かいたいって返へん事じがもらえたんだ。すっげえやさしいおじさんだから、きっとトラのこともかわいがってくれるはずだよ。」

　安あん心しんさせるように、リョウマ君くんはナナミちゃんに言いった。

「ありがとうございます！　こちらこそ、よろしくお願ねがいします。」

　ナナミちゃんは、真しん剣けんな顔かおで頭あたまを下さげる。

「よかった。じゃあ、じいちゃんに連れん絡らくしておく。」

　リョウマ君くんがほっとした様よう子すで、胸むねをなでおろした。けれど、すぐにまじめな顔かおにもどり、ナナミちゃんに聞きいた。

「それじゃあ、いつ、トラをとどけにいく？　牧まき野のさんはいつでもいいって言いってくれてるけど……。」

「じゃあ、日にち曜よう日びでもいいですか？」

「わかった。日にち曜よう日びの昼ひるごろ行いくかっ。」

「はい。よろしくお願ねがいします。」

　里さと親おやさんがきまり、ナナミちゃんはうれしそうに、ほほえむ。

「じゃあ、わたし、学がっ校こうに行いってきますっ。」

　ハキハキした声こえで、そう言いうとナナミちゃんはかけ足あしでリビングを出でていった。

「もっとさびしそうにするのかと思おもったけど、強つえ～な～。」

　リョウマ君くんは感かん心しんしながら、パンにかじりついた。

　その晩ばん、みんながねしずまったあと、あたしは部へ屋やで、フェルトやクラフトの材ざい料りょうが入はいったカゴを、おし入いれから引ひっぱり出だした。

　あさってには、トラとはなれて、家いえに帰かえっていくナナミちゃんに、なにかプレゼントを贈おくりたいって思おもった。どんなものがいいかな……？




　土ど曜よう日びの朝あさ、十一時じ少すこし前まえに、動どう物ぶつ愛あい護ごサークルの人ひとがカフェにやってきた。

　来きたのは学がく園えん祭さいのときに、タピオカを売うっていたお姉ねえさんだった。

　あたしとナナミちゃんで、リビングにいる子こ猫ねこたちのもとへ案あん内ないすると、お姉ねえさんは元げん気きな二匹ひきの子こ猫ねこたちを、なれた手てつきでだきあげる。

「かわいい子こたちねえ。まだ体からだも小ちいさいし、おまけに人ひとなつっこいし。この子こたちなら、里さと親おやさんも早はやく見みつかりそうよ。」

　ハキハキした声こえで、お姉ねえさんは言いった。

「ここで飼かってあげられたら、よかったんですけど……。クレームが入はいっちゃって……。」

　あたしの声こえがだんだん小ちいさくなる。

「気きにしないで！　飼かえないのはしかたがないことだし、そういう人ひともたくさんいるから。それに、捨すて猫ねこたちを、わたしたちにつなげてくれたことが、ありがたいわ。

　捨すてられちゃう猫ねこもたくさんいるし、猫ねこをほしがっている人ひともたくさんいるのに、そこを結むすぶシステムが、まだまだじゅうぶんじゃないの。それで殺さつ処しょ分ぶんされちゃう子こだって、たくさんいる。だから、連れん絡らくしてくれて、ありがとう！」

　パワフルなお姉ねえさんは、あたしたちが返へん事じをするまもなくしゃべる。

「はいっ。こちらこそ、わざわざ引ひきとりにきてくださって、ありがとうございました！」

　あたしは、ナナミちゃんといっしょに、お礼れいを言いった。

　子こ猫ねこたちが乗のせられた車くるまを見み送おくりながら、あたしとナナミちゃんは、祈いのるように手てをふりつづけた。

　どうか、あの子こたちも、ちゃんと飼かいたいと言いってくれる里さと親おやさんと出で会あえますように……。

　夕ゆう飯はんのときは、愛あい子こさんのアイディアで、リビングやキッチンの窓まどととびらをぜんぶしめて、トラが外そとへにげださないように完かん全ぜんにガードしたあと、トラを自じ由ゆうに歩あるかせてあげることにした。

　部へ屋やの中なかを楽たのしそうに歩あるきまわるトラを見みながら、みんなで愛あい子こさん特とく製せいの塩しおなべをかこむ。

「そういえば、最さい初しょにトラを連つれてここへ来きたときの夕ゆう飯はんも、おなべだった気きがする。」

　ナナミちゃんはしみじみ言いうと、ほかほかの豆とう腐ふをふーふーした。

「そういえば、そうだったわね。キムチなべだったわ。ナナミちゃんもトラちゃんも、最さい初しょのころにくらべると、すっかり変かわったわね。」

　なつかしむように、愛あい子こさんがほほえんで言いう。

「ナナミちゃん、おばあちゃんのケガがよくなったら、またいつでも、泊とまりにきてね。『夜よるカフェ』以い外がいの日ひでも、ごはんだけでも食たべにいらっしゃいね。」

　愛あい子こさんはそう言いって、空からになったナナミちゃんの器うつわに、豆とう腐ふとお肉にくをすくって入いれる。

「はい。ぜったい来きますっ。」

　ナナミちゃんはうれしそうに、お肉にくを口くちに入いれた。




　翌よく朝あさ、あたしは早はやく目めがさめた。というか、ナナミちゃんへのプレゼント作づくりに熱ねっ中ちゅうし、ほとんどねむれなかった。でも、なんとか、ナナミちゃんが帰かえるときまでには間まに合あった。

　ねむい目めをこすって、ろうかに出でると、トラのエサを持もったナナミちゃんが、階かい段だんをのぼってきた。

「おはよう、ハナビちゃん。わっ、くまができてるけど、だいじょうぶ？」

「えっ!?　あ、うん、だいじょうぶ！　ぜんぜん、平へい気き！」

　あわててごまかす。ナナミちゃんには、プレゼントのことはヒミツにしておいて、びっくりさせるんだから！

「きょうも、寝ねぐせ、すごいね。」

　ナナミちゃんは、ふふっと笑わらって部へ屋やに入はいった。

「トラー。朝あさごはんだよ。」

　明あかるい声こえが聞きこえてくる。ナナミちゃんからトラにあげる、最さい後ごの朝あさごはんだ。ナナミちゃんは見みた感かんじ、いつもと変かわらない。だけど、いつも以い上じょうに元げん気きな姿すがたを見みると、かえって胸むねが苦くるしくなる。きっと、ものすごくムリしているんだよね。悲かなしくてしかたないから。

　お昼ひるごはんを食たべて、あたしとナナミちゃん、それから案あん内ないしてくれるリョウマ君くんと三人にんでトラを連つれて、駅えきへ向むかう。

　トラもいっしょに電でん車しゃに乗のれるように、愛あい子こさんの大おおきなカゴバッグの中なかにタオルをしき、中なかに入はいったトラが外そとへ飛とび出だせないように、安あん全ぜんピンでネットをくっつけた。

　念ねんのためにと、リードをつけて、カゴバッグの持もち手てに結むすび、電でん車しゃに乗のった。トラを連つれて電でん車しゃに乗のるなんて、はじめてのことだ。

「ここでまた、にげだしちゃったら、大たい変へんなことになるね。」

　ナナミちゃんが笑わらって言いう。

　牧まき野のさんの写しゃ真しん館かんがある三つ目めの駅えきでおりると、街まちはにぎわっていた。

「こんなにぎやかなところで、これから暮くらすんだね。だいじょうぶ？　また、大おおあばれしたらダメだよ。」

　ナナミちゃんがトラに笑わらいかける。

「駅えきで数かぞえると、たったの三つだし、ここなら、すぐ会あいにこれるね。」

　ナナミちゃんがあたしの顔かおを見みた。

「うん。そうだね。」

「牧まき野のさんは、いいおじさんだから、いつでも遊あそびにいってだいじょうぶだよ。」

　リョウマ君くんも明あかるい声こえで言いった。

「うん。」

　電でん車しゃに乗のっている最さい中ちゅうから、ここに来くるまで、ずっとしゃべりつづけていたナナミちゃんだったけれど、だんだんと口くち数かずがへるとともに、足あしどりも重おもくなっていた。

　商しょう店てん街がいの大おお通どおりをすすんで、少すこし細ほそい道みちに入はいったところで、

「ここだよ。」

　近きん代だい的てきな建たて物ものにはさまれた、細ほそ長ながくて古ふるい建たて物ものの前まえでリョウマ君くんは立たち止どまった。見みあげると、看かん板ばんに『牧まき野の写しゃ真しん館かん』と書かいてある。

　ショーウィンドウには、七しち五ご三さんや、成せい人じん式しきのときに撮とられた写しゃ真しんがかざられていた。そのすみに、猫ねこの写しゃ真しんも何なん枚まいか、かざられている。

「こんにちは。鈴すず木きです！」

　リョウマ君くんがドアを開あけ、大おおきな声こえであいさつをすると、しばらくたって、店みせのおくから少すこししらがのまざった、丸まるいメガネをかけたおじさんが出でてきた。

「やあ、リョウマ君くん。」

「こんにちは、お世せ話わになります！」

　かぶっていたキャップをぬいで、リョウマ君くんが頭あたまを下さげた。あたしとナナミちゃんも、いっしょに頭あたまを下さげる。

「はじめまして、牧まき野のです。」

　おじさんは、あたしたちの顔かおを見みて、やさしくほほえむ。

「あの、はじめまして。黒くろ沢さわ花はな美びです。」

「あっ、えっと、あの、立たて石いし七なな海みです。よろしくお願ねがいします。」

　緊きん張ちょうしたナナミちゃんは、あいさつをして、そのままうつむいた。

「はい。こんにちは。」

「そんで、これが──。」

　リョウマ君くんが、うつむいているナナミちゃんをのぞきこんで、カゴバッグを開あけるように、ジェスチャーでうながす。

「あっ、えっと、ト、トラです。」

　ナナミちゃんはあわてて、カゴバッグのネットをとり、バッグの持もち手てからリードをはずすと、トラをだきあげた。

「トラ模も様ようのトラ君くんだね。はじめまして。」

　牧まき野のさんはトラにおじぎをすると、そのままナナミちゃんの手てからトラを受うけとり、首くびをなでた。トラは少すこし頭あたまをよけて、ここはどこだ？　とさぐるように目めを見み開ひらいて、あたりをけいかいしている。

「うちはこのとおり、古ふるいし、せまいが、きょうからここが君きみの家いえだぞ。」

　そう言いって、牧まき野のさんはトラをカウンターの上うえにのせた。

「お客きゃくさんが来きたときは、ほったらかしになるが、まあ、くつろいですごしてくれ。」

　牧まき野のさんはトラに笑わらいかける。トラはおそるおそる前まえにすすむと、カウンターのはしで立たちすくんでから、ゆっくりおすわりをして、ナナミちゃんを見みた。

「……あの、トラのこと、よろしくお願ねがいします。」

　ナナミちゃんは持もっていたリードの先さきを牧まき野のさんに手てわたし、頭あたまを下さげた。その手てが小ちいさくふるえている。

「じゃあね、トラ。元げん気きでね。」

　明あかるくあいさつをするナナミちゃんだけど、その声こえはかすれて、涙なみだをこらえている。

　そんなナナミちゃんを、トラは目めをじっと開あけて、見みつめていた。

　リョウマ君くんもあたしも、トラにわかれのあいさつをし、牧まき野のさんもふくめ、みんなで外そとへ出でた。

　店みせの外そとで見み送おくってくれた牧まき野のさんにあいさつをして、駅えきへ向むかって三人にんで歩あるきだす。

　大おお通どおりへ出でる角かどを曲まがろうとしたとき、

「ニャーー、ニャーー。」

　後うしろから、猫ねこの声こえが聞きこえた気きがして、とっさにふりかえる。

「あっ！」

　トラだ。

　トラが、こっちへ走はしってくる。リードを引ひきずりながら、大おおきな鳴なき声ごえをあげている。

「ニャアア！」

　ナナミちゃんめがけて、まっすぐに走はしってくる！

「トラーーー。」

　ナナミちゃんがさけび、トラに向むかって走はしりだした。そして、トラをむかえ入いれるようにしゃがみこむ。そのナナミちゃんのうでの中なかに、トラが飛とびこんだ。

「ごめんね、トラ。いっしょに帰かえれなくて、ごめんね、ごめんねえ……。」

　ナナミちゃんは泣なきながら、なんどもあやまった。なんで、ぼくを置おいていくの？　そう問といかけるように、トラはナナミちゃんに頭あたまをおしつけてあまえる。

「トラ……。トラ……。大だい好すきだよ、トラ……。わたしのこと、はげましてくれて、ありがとね、トラ……。」

　道みちのまんなかでうずくまっているナナミちゃんとトラの姿すがたが、涙なみだでにじんだ。
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「あたしも、大だい好すきだよ、トラ……。」

　あたしは、トラの背せ中なかをなでながら言いうと、涙なみだがポツンとトラの毛けの上うえに落おちた。

　あわてたように追おいかけてきた牧まき野のさんにトラをわたすと、トラはようやくあきらめたのか、もう抵てい抗こうせず、おとなしくだっこされて写しゃ真しん館かんへ帰かえっていった。

　駅えきへ向むかって歩あるくナナミちゃんの肩かたが小こきざみにふるえている。あたしはたまらなくなって、思おもわずナナミちゃんの肩かたにそっと手てを置おいた。

「よくがんばったね、ナナミちゃん……。」

　声こえをかけると、ナナミちゃんはふいに立たち止どまり、

「う……う……。」

　こらえていた涙なみだをポロポロ流ながした。そして、手てのひらに残のこったトラのやわらかい毛けの感かん触しょくを忘わすれまいとするように、いつまでも胸むねに両りょう手てをおしつけていた。




「わすれものはない？　スマホの充じゅう電でん器きとか、歯はブラシとか、それから──。」

　愛あい子こさんが、ナナミちゃんにきいた。

「だいじょうぶです。ちゃんとしまいました。」

　クスッと笑わらって、スクールバッグと大おおきなボストンバッグをかついだ。

「それに、しあさってには、『夜よるカフェ』で、また会あえるから。」

　そう言いうと、ナナミちゃんはふりかえり、あたしに笑え顔がおを見みせた。電でん車しゃの中なかでもずっと泣ないていたナナミちゃんだったけれど、今いまはその悲かなしみをちっとも感かんじさせない。

「そうだね。『夜よるカフェ』でまた会あえるよね。」

　あたしは自じ分ぶんに言いいきかせるように言いう。だけど、いざ帰かえってしまうとなると、やっぱり少すこしさびしい。

「愛あい子こさん、ハナビちゃん。ありがとうございました。トラのことで迷めい惑わくをかけちゃって、ほんとにごめんなさい。」

　あたしと愛あい子こさんに向むかって、ナナミちゃんは深ふかく頭あたまを下さげた。

「迷めい惑わくなんて、とんでもない。トラとナナミちゃんが来きてくれたおかげで、楽たのしかったわ。あっ、そうだった！　ナナミちゃん、ちょっと待まってて。」

　なにかを思おもい出だしたかのように、愛あい子こさんがあわてて、カフェのキッチンにむかった。そのとき、とつぜん、ドアが開あいた。

「こんにちはっ。」

　声こえがしたので、あわてて入いり口ぐちにかけよると、ナナミちゃんのお母かあさんが立たっていた。

「ママ！　どうして？」

　ナナミちゃんが声こえをあげる。

　お母かあさんは、ナナミちゃんのベリーショートになった髪かみを見みて、まゆをよせる。そして、すぐに言いった。

「ナナミをむかえにきたのよ。」

「う、うん……。」

「お世せ話わになったんだから、ごあいさつもしないといけないでしょう。」

　お母かあさんは、じりじりとナナミちゃんに歩あゆみよっていく。そのお母かあさんのいきおいにおされるように、ナナミちゃんは一歩ぽ、また一歩ぽとあとずさりする。そこへ、愛あい子こさんがキッチンから出でてきて、頭あたまを下さげる。

「ナナミちゃんのお母かあさん、こんにちは。」

「娘むすめがご迷めい惑わくをおかけしました。」

「いいえ、迷めい惑わくなんて、ちっとも。」

　明あかるい声こえで愛あい子こさんが答こたえる。

「迷めい惑わくですよ。よその子こがいきなり猫ねこといっしょに泊とまりこむなんて……。」

　お母かあさんは強きょう調ちょうするように愛あい子こさんに言いい、チラッとナナミちゃんを横よこ目めで見みた。

　ナナミちゃんはだまったままうつむいている。そんなナナミちゃんを見みおろして言いう。

「まあ、これでやっと、ナナミもわかったでしょう。自じ分ぶん勝かっ手てなことをしたら、どれだけ人ひとに迷めい惑わくかけるのか……。ね、ナナミ。」

「…………」

「猫ねこだって、ナナミががんばっても、結けっ局きょくは飼かえなかったでしょ。そういうものなのよ。とにかく、ママの言いうとおりにしていれば、まちがいないんだから。」

　お母かあさんは、ほほえんだ。

「さ、帰かえりましょう。おばあちゃんが、うちで待まってるわ。」

　ナナミちゃんの足あしもとに置おいてあるボストンバッグを、お母かあさんがつかもうとしたとき、

「……ちがう。」

　お母かあさんの手てをよけるように、ナナミちゃんがバッグを引ひいた。

「えっ？」

「ママ、ちがうよ。」

　ずっとうつむいていたナナミちゃんが、顔かおを上あげる。

「ママの言いうとおり、トラといっしょにはいられなくなったよ。すごく悲かなしかったし、くやしかった……。だけど、だからって、ママの言いうとおりにしておけばよかったなんて、わたし、思おもってない。」

　お母かあさんの目めを、しっかり見みて言いうナナミちゃんに、お母かあさんは顔かおをしかめる。

「わたし、トラと会あえて、ほんとによかった。ここにいさせてもらって、楽たのしかったし、いろんなことを教おしえてもらった。ふとんは自じ分ぶんでたたむとか、ごはんのときはお手て伝つだいするとか……。

　髪かみだって、こんなに短みじかくしてもらって、うれしい。髪かみは長ながくしてなくてもいいんだって気きづいた。すっきりしたし、気き持もちいい！

　でもね、ママがわたしのことを思おもって、いろいろしてくれてるってこともわかった。わたしはあまえてただけなんだって……。だから、これからは、うちに帰かえっても、自じ分ぶんにできることは自じ分ぶんでやる。そうしたいの……。」

　ときどきことばをつまらせながら、ナナミちゃんは言いった。

「それに、わたしが家いえに帰かえろうと思おもったのは、ママに言いわれたからじゃないっ。おばあちゃんが心しん配ぱいだから、わたしは家いえに帰かえるのっ。」

「…………」

　お母かあさんは、こみあげる思おもいをおしころすように、目めを見み開ひらいて、ナナミちゃんから視し線せんをそらさない。それから、ふっとため息いきをつくと、

「もうママのことは、必ひつ要ようないって言いいたいのね？」

　はき捨すてるように言いって、視し線せんをそらした。

「もう、いいわ！」

　お母かあさんはぷいと背せを向むける。

「…………」

　ナナミちゃんはその背せ中なかに向むかって、大おお声ごえで言いう。

「ママのことは好すきなの！　好すきだから……。」

「好すきだから、なんだって言いうの。」

「好すきだから……。だから、ママにきらわれたくないって思おもって、なんでもママの言いうこと、聞きいちゃうの。でも、それは……。」

　ナナミちゃんの発はつ言げんをさえぎるように、

「とにかく帰かえりましょ。話はなしは、帰かえってからゆっくり聞きくわ。」

　お母かあさんはそう言いって、カフェを出でようとして、もういちどふりかえる。

「たいへんお世せ話わになりました。」

　お母かあさんはたんたんと言いって、外そとに出でていった。

「いろいろありがとうございました。」

　ナナミちゃんはふかぶかと頭あたまを下さげ、お母かあさんのあとからカフェを出でようとする。

「あっ、ちょっと待まって！」

　愛あい子こさんとあたしが同どう時じに言いった。

「ナナミちゃん、これ、お母かあさんとおばあちゃんと食たべてね。」

　愛あい子こさんがナナミちゃんに紙かみぶくろをわたした。においからして、中なか身みは愛あい子こさん手て作づくりのバナナパウンドケーキだ。

「わあ、ありがとうございます。」

　あたしは、ラッピングしたふくろをわたした。

「トラのかわり……には、なれないかもしれないけど……。作つくってみたの……。」

「えっ、ハナビちゃんが作つくってくれたの？」

「うん……。」

「それで、今け朝さ、くまができてたんだ……。ありがとう。開あけてもいい？」

「もちろんっ。」

　ナナミちゃんがラッピングを開あける。ドキドキしながらその表ひょう情じょうを見みつめると、

「…………」

　ナナミちゃんはだまったまま、手てで口くちをおさえた。

「トラだ……。」

　ふくろから中なか身みをとり出だした。それは、あたしがフェルトで作つくった、猫ねこのぬいぐるみのキーホルダーだ。トラに、にているといいんだけれど……。

「トラよ、トラ……。ちゃんと、水みず色いろの首くび輪わも……。キーホルダーになってる。これなら、いつもいっしょにいられるねっ！　ありがとう、ハナビちゃん。ほんとに、ありがとう。」

　ナナミちゃんはうれしそうに言いって、その場ばで、スクールバッグの持もち手てにトラのキーホルダーをつけると、なんどもゆらしてにっこり笑わらった。

「がんばれ、ナナミちゃん！」

　あたしは力ちからをこめて言いう。

「うんっ、ぜったい負まけない！」

　ナナミちゃんも力ちからをこめて答こたえた。

「じゃあ、また水すい曜よう日びの『夜よるカフェ』でね！」

「うん。必かならず……。」

　ナナミちゃんは、笑え顔がおで言いうと、荷に物もつのつまったボストンバッグを手てにして、軽かろやかにカフェのドアを開あけた。
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あとがき







『夜よるカフェ』シリーズは、みなさんの応おう援えんのおかげで、ついに五巻かんまできました！

　読よんでくださり、ほんとうにありがとうございます。

　さて、いよいよ二〇二〇年ねん、日に本ほんでオリンピックが開ひらかれますね。今いまからワクワクしています。

　去きょ年ねんはラグビーのワールドカップも日に本ほんで開かい催さいされました。じつは私わたしにとって、ラグビーはすごく遠とおいスポーツでした。

　ルールがむずかしいのと、あまりに激はげしいタックルがおそろしい気きがしたのとで、ほとんど観かん戦せんすることも、興きょう味みを持もつこともなかった競きょう技ぎです。

　ところが、いざ開かい幕まくとなり、試し合あいが始はじまると、最さい初しょは〝なんとなく〟テレビで観みていたのが、じょじょに熱あつい声せい援えんを送おくるようになっていて、自じ分ぶんでもビックリしました。

　ルールは最さい後ごまでよくわからないままだったのですが、日に本ほん人じんと外がい国こく人じんの選せん手しゅ達たちが、国こく籍せきや文ぶん化かを超こえて一つになって、まさに死しにものぐるいで戦たたかう姿すがたに、すっかり魅みせられたのです。

　去きょ年ねんの新しん語ご・流りゅう行こう語ご大たい賞しょうにも選えらばれた『ONEワン TEAMチーム』という言こと葉ばは、選せん手しゅたちや、彼かれらを支ささえる人ひとたちの心こころが一つにならなければ、チームとして機き能のうしないという意い味みなのだそう。

　きっと、今こ年としのオリンピックでも、そんなチームワークが観みられるだろうなって、ますます楽たのしみになってきました。

　そう考かんがえると、『夜よるカフェ』でも、ハナビやティナやリョウマがどんどん一つになってきているように、メンバーみんなが、ワンチームになっていくといいなって、改あらためて思おもいました。

　そして、読どく者しゃのみなさん、この本ほんに関かかわってくださっているイラストのたま先せん生せいや、担たん当とうの編へん集しゅう者しゃさん、校こう閲えつのみなさんも、ワンチームでいきましょう。よろしくお願ねがいしまーす！
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装丁　大岡喜直（next door design）

　　　久住和代





著者：倉橋燿子（くらはしようこ）
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